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注意
本ドキュメントに記載する情報を作成時点で完全かつ正確なもの 
にするために十分な注意を払っておりますが、Avaya はいかなる 
誤りに対しても責任を一切負いません。Avaya は個人や団体に対 
し、事前の許可なく本ドキュメントに記されている情報を変更・ 
修正する権利を保有しています。

本ドキュメントにおける免責事項
"ドキュメント"とは、さまざまな媒体で公開している情報を意味 
します。なおこの情報には、製品のユーザーに通常提供している 
製品情報、サブスクリプションまたはサービス説明書、取扱説明 
書、および性能仕様書が含まれる場合があります。ドキュメント 
に販売用資料は含まれません。Avaya は、ドキュメントの初版に 
対するいかなる変更、追加、削除に対しても、それらが Avaya 
により、または明確に Avaya の代理として実行されたものでな 
い限り、責任を負いません。エンドユーザーは、エンドユーザー 
の範囲内で本ドキュメントを修正、追加、削除したことによって 
生じる、またはそれに関連するいかなる申し立て、訴訟、請求、 
判決に対しても、Avaya、Avaya 代理人、従業員を免責すること 
に同意するものとします。

リンクに関する免責事項
Avaya は、サイト内および Avaya が提供しているドキュメント 
において参照されているリンク先の Web サイトのコンテンツや 
信頼性について一切責任を負いません。また、そのようなリンク 
で説明、提供された製品、サービス、情報の正確性は、必ずしも 
Avaya の保証の対象になるものではありません。Avaya は、これ 
らのリンクが常に機能することを保証しておらず、リンク先の 
ページの可用性を管理することはできません。

保証
Avaya は、Avaya のハードウェアおよびソフトウェアに対し、限 
定保証を提供しています。お手持ちの Avaya の契約書を参照し 
て限定保証の条項をご確認ください。また、Avaya の標準保証規 
約、およびこの製品の保証期間中に Avaya カスタマーおよび関 
係者が利用可能なサポート情報は、Avaya サポート Web サイト 
（https://support.avaya.com/helpcenter/getGenericDetails? 
detailId=C20091120112456651010 の「"Warranty & Product 
Lifecycle"」リンク内）、または Avaya が指定する後継サイトに 
掲載されています。米国およびカナダ以外の Avaya 認定チャネ 
ルパートナーから本製品をご購入された場合は、保証の提供元は 
Avaya ではなく、この Avaya チャネルパートナーとなることに 
注意してください。

"ホステッドサービス"とは、Avaya または正規の Avaya チャネル 
パートナー（いずれか該当するもの）のいずれかからお客様が入 
手する Avaya ホステッドサービスサブスクリプションであっ 
て、該当のホステッドサービスに関するホステッド SAS または 
その他のサービス説明書に詳述されるもののことです。ホステッ 
ドサービスサブスクリプションを購入する場合、お客様には前述 
の限定保証は適用されない場合がありますが、当該ホステッド 
サービスに付随するサポートサービスは、該当ホステッドサービ 
スのサービス説明ドキュメントの詳述に沿って受けることができ 
ます。詳しくは、Avaya または Avaya チャネルパートナー（い 
ずれか該当するもの）にお問い合わせください。

著作権
別段に明記される場合を除き、Avaya が提供する本サイトのコン 
テンツ、ドキュメント、ソフトウェア、ホステッドサービス、 
ハードウェアを使用することはできません。Avaya が提供する本 
サイトのコンテンツ、ドキュメント、ホステッドサービス、製品 
（コンテンツの選択、配置、デザインを含む）の所有権は Avaya 
またはそのライセンス供与者が保有しており、著作権法や他の知 
的財産権法（データベース保護に関する独自の権利を含む）に 

よって保護されています。Avaya による明示的な許可がない限 
り、内容の全部または一部（コードやソフトウェアを含む）を、 
手法を問わず、修正、模写、複製、再版、アップロード、投稿、 
転送、配布することはできません。Avaya の書面による明示的な 
同意なく、これらを複製、転送、配布、保存、使用することは、 
適用法のもとで刑事上および民事上の犯罪になる場合がありま 
す。

仮想化
以下の規定は、製品が仮想マシンに配置される場合に適用されま 
す。各製品には独自の注文コードとライセンスタイプがありま 
す。別段の定めがある場合を除き、製品の各インスタンスについ 
てそれぞれライセンスを取得し、発注する必要があります。例え 
ば、エンドユーザーカスタマーまたは Avaya チャネルパート 
ナーが同じ種類の製品のインスタンスを 2 つインストールする場 
合、その種類の製品を 2 つ注文する必要があります。

サードパーティコンポーネント
次の規定は、H.264（AVC）コーデックが製品と共に配布される 
場合のみ適用されます。本製品は、AVC 特許ポートフォリオラ 
イセンスにもとづき、消費者の個人的利用またはその他報酬の受 
領が生じない用途のために、（i）AVC 標準に準拠してビデオを 
エンコードすること（以下、"AVC ビデオ"）、および/または 
（ii）消費者が個人的行為としてエンコードした AVC ビデオまた 
は AVC ビデオ提供のライセンスを受けたビデオプロバイダから 
入手した AVC ビデオをデコードすることを目的として、ライセ 
ンス許諾されるものです。いかなるライセンスも供与または黙認 
されません。 詳細については、MPEG LA, L.L.C.： HTTP:// 
WWW.MPEGLA.COM を参照してください。

サービスプロバイダ
コーデックについて、Avaya のチャネルパートナーが H.264 ま 
たは H.265 コーデックを使用する製品をホスティングしている場 
合、当該パートナーは、自己がすべての関連手数料およびロイヤ 
リティに責任を負うことを認識し、同意します。 H.264（AVC） 
コーデックは、AVC 特許ポートフォリオライセンスにもとづき、 
消費者の個人的利用またはその他報酬の受領が生じない用途のた 
めに、(i) AVC 標準に準拠してビデオをエンコードすること（以 
下、"AVC ビデオ")、および/または (ii) 消費者が個人的行為とし 
てエンコードした AVC ビデオまたは AVC ビデオ提供のライセン 
スを受けたビデオプロバイダから入手した AVC ビデオをデコー 
ドすることを目的として、ライセンス許諾されるものです。 いか 
なるライセンスも供与または黙認されません。 H.264（AVC） 
codec および H.265（HEVC）codec の詳細については、MPEG 
LA, L.L.C. から入手することができます。 HTTP:// 
WWW.MPEGLA.COM を参照してください。

法令遵守
お客様は、Avaya 製品が使用される国または法域で適用される法 
律および規制（通話記録、データプライバシー、知的財産、営業 
秘密、不正、演奏権に関する法律および規制を含みますが、これ 
らに限定されません）を遵守する自己の責任を認識し、これに同 
意します。

不正利用を防止するために
"不正使用" とは、お客様の電話通信システムへの利用に際して正 
規の認可を受けていない当事者（例えば、貴社の従業員、エー 
ジェント、下請け業者、または貴社の代理人以外）が通信システ 
ムを不正に使用することを意味します。お客様のシステムに関連 
した不正利用のリスクがあるということ、さらに不正利用が行わ 
れた場合、お客様の通信サービスに対して相当額の追加請求が生 
じる結果になりますのでご注意ください。

Avaya 通信不正利用防止ライン
通信不正利用の被害を受けている疑いがあり、技術的な支援また 
はサポートが必要な場合は、Avaya の営業担当者にお問い合わせ 
ください。

https://support.avaya.com/helpcenter/getGenericDetails?detailId=C20091120112456651010
http://WWW.MPEGLA.COM
http://WWW.MPEGLA.COM
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セキュリティ脆弱性
Avaya のセキュリティサポートポリシーに関する情報は、https:// 
support.avaya.com/security の「Security Policies and Support」 
セクションに記載されています。

Avaya 製品の疑わしいセキュリティ脆弱性は、Avaya 製品セキュ 
リティサポートフロー（https://support.avaya.com/css/P8/ 
documents/100161515）に従って処理されます。

ドキュメントのダウンロード
ドキュメントの最新版については、Avaya サポート Web サイト 
（https://support.avaya.com）または Avaya が指定する後継サイ 
トをご覧ください。

Avaya サポートの連絡先
製品またはクラウドサービスの案内や記事を確認したり、Avaya 
製品またはクラウドサービスに関する問題を報告したりするに 
は、Avaya サポート Web サイト（https://support.avaya.com）を 
参照してください。サポートの電話番号およびお問い合わせ先に 
ついては、Avaya サポート Web サイト（https:// 
support.avaya.com）または Avaya が指定する後継サイトにアク 
セスし、ページの下までスクロールして、［Avaya サポートに連 
絡］を選択してください。

商標
本サイトおよび Avaya 提供のドキュメント、ホステッドサービ 
ス、製品に表示されている商標、ロゴ、サービスマーク（以下、 
"マーク"）は、Avaya およびその関連会社、ライセンサー、サプ 
ライヤ、もしくはその他サードパーティの登録/未登録商標です。 
ユーザーは、Avaya またはマークを所有している可能性がある 
サードパーティの書面による事前の許可なく、これらのマークを 
使用することはできません。本サイト、ドキュメント、ホステッ 
ドサービス、および製品には、Avaya または該当するサードパー 
ティの明確な書面による同意なく、マークのライセンスまたは権 
利を黙示、禁反言などにより付与する内容は一切含まれないもの 
とします。

Avaya は、Avaya LLC の登録商標です。

Avaya 以外のすべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。

https://support.avaya.com/security
https://support.avaya.com/css/P8/documents/100161515
https://support.avaya.com
https://support.avaya.com
https://support.avaya.com
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Purpose
このドキュメントでは、製品の概要、機能の説明、セキュリティ、ライセンス要件などのテスト 
済み Avaya Aura® Communication Manager の特性と機能について説明します。

本ドキュメントは、製品の特徴と機能を詳細に確認したいすべての方を対象としています。

IP Server Interface（TN2312、通常 "IPSI" として知られて 
いる）のサポートの終了
リリース 10.2 以降、Communication Manager では IP Server Interface (IPSI) をサポートしていま 
せん。そのため、アクセスと機能は削除されます。つまり、IPSI 接続キャビネットおよびゲート 
ウェイは Communication Manager リリース 10.2 では動作しません。IPSI 接続キャビネットおよ 
びシステムの例には G3cfs、G3csi、G3i、G3r、G3s、G3si、G3vs、G3x、G600、G650、 
MCC、SCC、CMC、IPSI、IP Server Interface、IP ポートネットワークがあります。

サポートの終了には、以前は TN8400 ブレードサーバーとペアリングされていた TN8412 も含ま 
れます。TN8412 は、Communication Manager リリース 5.x でサポートが終了しました。

詳細については、Avaya サポート Web サイトから入手可能な『End of sale G650 document』を 
参照してください。

チャプター 1 :  Introduction

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
https://support.avaya.com/css/public/documents/101046576
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Communication Manager の概要
Avaya Aura® Communication Manager はオープンで信頼性の高い、拡張可能な IP テレフォニー 
基盤システムです。Avaya はインテリジェントコミュニケーションをあらゆる規模の企業に提供 
します。Communication Manager では 1 台のシステムで 100 人未満のユーザーから最大 41,000 
人のユーザーまで拡張できます。

Communication Manager は Avaya Aura® プラットフォームのコアコンポーネントであり、リアル 
タイムの音声、ビデオ、メッセージング、モビリティなどのサービスを提供する基盤システムで 
す。Communication Manager ソフトウェアはすべての Avaya Aura® エディションに含まれます。 
本ソフトウェアはシングルユーザーライセンシング料金でご利用いただけます。

Communication Manager ではゲートウェイの分散されたネットワークやさまざまなアナログ、デ 
ジタル、IP ベースの通信デバイスに一元化されたコールコントロールを提供します。 
Communication Manager では、ビルトインモビリティアプリケーション、コールセンター機能、 
高度な会議通話、E911 機能を利用できます。

SIP、H.323、その他の業界基準通信プロトコルをサポートする Communication Manager は、複 
数のロケーション間で組織やコールセンターに一元化したボイスメールとアテンダント操作を提 
供します。

Avaya Aura® の概要
Avaya Aura® は、IP および SIP ベースアーキテクチャを使用して、さまざまなメディア、モー 
ド、ネットワーク、デバイス、アプリケーション、リアルタイムの実行可能なプレゼンスを共通イ 
ンフラストラクチャ全体で統合できる主力通信ソリューションです。このアーキテクチャでは、従 
業員の効率を向上する高度なコラボレーションサービスやアプリケーションにオンデマンドでア 
クセスできます。Avaya Aura® は Core または Power Suite ライセンスで使用できます。各スイー 
トは、さまざまなユーザーのニーズに対応できるよう設計され、カスタマイズされた機能一式が 

チャプター 2 : Overview

•

•

注：

Avaya Aura® リリース 10.1 以降、HP ProLiant DL360p G8 (CSR2)、HP ProLiant 
DL360 G9 (CSR3)、 Dell™ PowerEdge™ R620 (CSR2)、 Dell™ PowerEdge™ 
R630 (CSR3)、Avaya Solutions Platform 120 サーバーはサポートされません。
ただし、リリース 10.1、Avaya Solutions Platform 120 は Avaya Solutions Platform 
130 リリース 5.x にアップグレードでき、S8300E は Avaya Solutions Platform 
S8300 R5.1.x にアップグレードできます。
Avaya Aura® リリース 10.1 以降、Appliance Virtualization Platform では Avaya 
Aura® アプリケーションの展開またはアップグレードは利用できません。Avaya 
Aura® アプリケーションをアップグレードするには、Appliance Virtualization 
Platform を Avaya Solutions Platform 130（Avaya 提供 ESXi 7.0）リリース 5.x に 
移行します。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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•

•

•
•
•

サポートされます。カスタマーはニーズに応じ、1 つのシステムで Core ライセンスと Power ライ 
センスを混在させることができます。

以下は Avaya Aura® ソリューションが提供する機能の一例です。

最大 28 の Session Manager インスタンスと 300,000 人のユーザー、100 万台のデバイス 
をサポート
会社の 1 台の Communication Manager サーバーと SIP エンドポイントで、41,000 か所の 
エンドポイントのうち同時に登録された最大 18,000 か所の H.323 エンドポイントをサ 
ポート
高度なセッション管理機能
音声通話受付とビデオ通話受付のコンバージド制御
発信者のデスク位置をレポートする E911 などの SIP 機能

このリリースの新機能
Communication Manager リリース 10.2 の新機能

Avaya Aura® Communication Manager リリース 10.2 は、次の新機能と拡張機能をサポートしま 
す。

VMware 8.0 のサポート

リリース 10.2 では、Avaya Aura® アプリケーションは VMware 仮想化環境で VMware® vSphere 
ESXi 8.0 および VMware® vCenter Server 8.0 をサポートします。

仮想化展開での Trellix AV（旧称 McAfee）のサポート

Avaya Aura® リリース 10.2 は、仮想化（OVA ベース）環境で Trellix AV ソフトウェアの展開をサ 
ポートします。この新機能は、マルウェアの脅威を効率的に検出、防止、排除し、Avaya Aura® 
環境のセキュリティを強化します。IT 業界では、Trellix AV は信頼できるサイバーセキュリティソ 
リューションとして広く知られています。Avaya Aura® リリース 10.2 の統合機能を使用すると、 
Avaya Aura® アプリケーションを既存の Trellix 展開の一部として、管理デバイスとしてシームレ 
スに統合できます。Avaya Aura® の Trellix for AV のサポートの詳細については、Avaya サポート 
Web サイト（https://support.avaya.com）の「Application Note for Support of Trellix AV on Avaya 
Aura® 」を参照してください。

J139、J159、J189、J189CC エンドポイントのサポート

リリース 10.2 では、Communication Manager は J シリーズエンドポイント（J139、J159、 
J189、J189CC）をサポートします。

これらのエンドポイントの管理には、System Manager を使用します。

System Manager からこれらのエンドポイントを追加する場合、Communication Manager の電話 
機フォームのタイプフィールドにAvyaSIPまたはAvyaSIPCCとしてこれらのエンドポイントが表 
示され、J139 や J159 などの実際のエンドポイントタイプが実際フィールドに表示されます。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
https://support.avaya.com
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•

•

•

◦
◦

Edge Friendly Branch Survivability

以前の Avaya Aura® リリース 10.1 で Edge Friendly Branch Survivability 機能のサポートが導入さ 
れ、オンプレミスの G4xx ゲートウェイとクラウドでホストされているコア Communication 
Manager 間でシームレスな接続を簡単に行えるようになりました。Avaya は、特にクラウドベー 
スのインフラストラクチャへの移行を検討している場合に、投資を保護できるようにこのイノ 
ベーションを設計しました。

Avaya Aura® リリース 10.2 では、クラウドへの移行がさらに合理化されています。クラウド展開 
のエッジトポロジを設定できるようになりました。G4xx ゲートウェイ内の Local Survivability 
Processor (LSP) や Branch Session Manager (BSM) などの存続可能コンポーネントは、クラウド 
のコア Communication Manager と Session Manager に接続できます。ゲートウェイとクラウド 
間のこの接続は、インターネットまたは SD-WAN を介して確立できるため、総所有コスト 
（TCO）の点で大きなメリットがあります。

LSP トポロジをエッジに設定するには、次の手順に従います。
新しいEdge Topology (E)リポジトリに TLS 証明書をダウンロードします。メイン 
Communication Manager と Communication Manager LSP 間で新しい WebSocket 接続を 
設定するには、証明書が必要です。
Communication Manager SMI で、管理 › サーバー（メンテナンス） › サーバー設定 › サー 
バーの役割ページに移動し、LSP トポロジ設定セクションを設定します。
メイン Communication Manager SAT で、change survivable-processor画面に移動し、次の 
手順を実行します。

LSP トポロジを"エッジ"として設定します。
シリアル番号フィールドに、Communication Manager LSP のシリアル番号を入力し 
ます。

ライン負荷制御（LLC）機能の強化

以前のリリースでは、System Manager または Communication Manager SAT のみを使用して LLC 
を設定する必要がありましたが、機能特番を使用して LLC を簡単に設定できるようになりまし 
た。

Avaya Aura® リリース 10.2 では、LLC 機能を強化しセキュリティが強化されました。LLC セット 
アップに二要素認証を実装するオプションを提供し、セキュリティコードの入力を要求して、セ 
キュリティプロセスを強化しています。

Avaya Aura® リリース 10.2 では、組織のサイトレベルで LLC の範囲を制限できます。これにより 
LLC は、LLC が起動されたサイトに関連する組織のユーザーに対してのみ、選択的に適用できま 
す。LLC を詳細にサイト固有に展開できることで、LLC 設定の柔軟性と制御を強化しています。

ブリッジ回線アピアランスから発信された通話を記録するサポート

Communication Manager のブリッジアピアランス機能は、Unified Communications (UC) 環境と 
Contact Center (CC) 環境の両方で広く使用されています。以前のリリースでは、SIP 環境でブ 
リッジアピアランスを使用して発信された通話は記録されませんでした。この欠点は、現在のリ 
リースでは解消されています。

リリース 10.2 では、Avaya Aura® はブリッジアピアランスを使用して通話の発信時に、外部シス 
テムスイッチアプリケーションインターフェイス（ASAI）から通話記録の必要なイベントを送信 
します。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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SIP での CLI のマスクと電話機名のサポート

リリース 10.2 では、Avaya Aura® で発信通話で発信者番号と名前をマスクする機能が拡張され、 
機能が強化されています。この機能は、SIP 電話のsend-nnボタンを使用して実現できます。この 
機能を使用すると組織は発信者 ID を秘密にしておくことができるため、コールバックインタラク 
ションに標準化されたアプローチを実装できます。

外部通信中に通知音で内部ユーザーに警告する

リリース 10.2 では、Avaya Aura® にセキュリティ拡張機能が導入され、内部ユーザーが外部関係 
者と通信しているときに、内部ユーザーに通知音が流れます。この通知音は、内部ユーザーにのみ 
再生されます。通知音の時間間隔は、システムパラメータ機能フォームから調整できます。この機 
能を選択したトランクグループに適用して、設定したトランクグループでのみ機能するようにする 
こともできます。

STIR/Shaken による電話の検証レベル表示のサポート

STIR/Shaken は、公衆電話ネットワークでの発信者 ID の偽装に対抗するように作られたプロトコ 
ルです。Avaya Aura® リリース 10.2 では STIR/Shaken がサポートされ、サービスプロバイダが設 
定した認証または検証レベルをユーザーまたはエージェントの電話に表示できます。この機能は 
SIP トランク経由でのみ動作します。この機能は、基本設定に基づいて Avaya Aura® ソリュー 
ションレベルで有効または無効にできます。

カバレッジパスページに追加された新しいフィールド

リリース 10.2 では、説明フィールドがカバレッジパスページに追加されています。説明フィール 
ドを使用して、カバレッジパスの名前を指定し、カバレッジパスを区別できます。

レガシーテクノロジーのサポートの終了

Avaya Aura® リリース 10.2 では、カスタマーのビジネス継続性に伴うリスクを軽減するために、 
次のレガシーテクノロジーが廃止されています。

IP Server Interface (IPSI) を使用して Communication Manager に接続する G650 または 
キャビネット/ゲートウェイはサポートされなくなりました。詳細については、Avaya サ 
ポート Web サイトから入手可能な『End of sale G650 document』を参照してください。
VMware ESXi バージョン 6.7 以前のバージョンはサポートされません。
Avaya Device Adapter Snap-in のサポートは終了しました。

Features

管理機能

Avaya Aura® Communication Manager では簡単に使用できる管理インターフェイスがサポートさ 
れています。

System Access Terminal：電話管理のための画面指向インターフェイス システムアクセス 
制御は System Manager パッケージを使用して利用できます。同時システムアクセス制御 
セッション数のシステムレベル制限は 22 です。この制限はログインプロファイル 18 ～ 69 
にのみ適用され、システムログインには適用されません。ユーザーは同時に最大 5 つのシ 
ステムアクセス制御セッションを使用できます。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
https://support.avaya.com/css/public/documents/101046576
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システム管理インターフェイス：グラフィカルユーザーインターフェイス画面でテレフォ 
ニーを管理できます。システム管理インターフェイスを使用すると、さまざまなシステム管 
理タスクを実行できます。
System Manager：Communication Manager をはじめとする Avaya Aura IP テレフォニー 
製品を一元管理できます。
Solution Deployment Manager：System Manager の一元化ソフトウェア管理ソリューショ 
ンで、Avaya Aura® アプリケーションの展開、アップグレード、移行、アップデートを利 
用できます。System Manager の初期展開または System Manager がアクセスできない場 
合、Solution Deployment Manager クライアントを使用できます。技術者のコンピュータに 
クライアントをインストールします。Solution Deployment Manager クライアントは、 
Avaya™ 提供サーバー、カスタマー提供仮想環境、ソフトウェアのみの環境に OVA または 
ISO を展開する機能を提供します。

一意のグローバル識別子で各ポイントツーポイントセッションをラベル付けするために、 
Communication Manager は 128 ビットの識別子を生成し、その識別子をリクエストのグローバル 
セッション ID（GSID）ヘッダーに挿入します。コールフローをトラブルシューティングするに 
は、トレースツールを使用して関連するログメッセージから GSID にフィルタを適用します。

Communication Manager 機能の管理の詳細については、『Administering Avaya Aura® 
Communication Manager 』を参照してください。

中継台機能
Communication Manager は 2 種類の中継台をサポートします。

従来のコンソール：ハードコンソールまたはソフトコンソールのいずれかで構成されてい 
ます。ハードコンソールはデジタルまたは DCP シグナルを使用し、ソフトコンソールは 
H.323 シグナルを使用します。中継台の位置を呼び出すコールキューは Communication 
Manager でホストされます。

Avaya Workplace Attendant：SIP シグナルを使用する Windows ベースのソフトクライアン 
トと、コールキュー（トピック）がホストされる Avaya Workplace Attendant スナップイ 
ンの 2 つのコンポーネントで構成されています。このスナップインは Breeze Server また 
は Breeze Cluster にあります。Presence Services は Avaya Workplace Attendant スナップ 
インと連携デプロイできます。

従来のコンソール

Communication Manager では、電話システムの中継台（オペレーター）を介した通信を簡素化す 
る多数の優れた機能を利用できます。さらに、オペレーターはシステム内の他の電話機から自分 
のコンソール（スイッチボード）に接続でき、これにより中継台の機能を拡張します。

中継台バックアップ：中継台バックアップは、1 台または複数の専用に設定されたバック 
アップ電話機から、ほとんどの中継台コンソール機能にアクセスできる機能です。これによ 
り通話への応答を迅速化できるため、宿泊客や将来の利用が見込まれる顧客により良いサー 
ビスを提供できます。

注：

Avaya では H.323 シグナルをサポートするアテンダント製品の販売を終了しまし 
た。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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アテンダントルームステータス：アテンダントルームステータス機能により、客室の空き状 
況や、ハウスキーピングステータスを確認できます。

この機能は、ご利用のシステムでホテル拡張機能がオンになっている場合にのみ使用できま 
す。
Distributed Communications System（分散通信システム）プロトコルを使用する中継台の機 
能。

トランクグループ制御を使用すると、Distributed Communications System（分散通信 
システム）内のノードのオペレーターは、隣接したノードの発信トランクグループを 
制御できます。
直接トランクグループ選択を使用すると、アテンダントはトランクグループに割り当 
てられたボタンを押して、ローカルまたはリモートトランクグループ内のアイドル発 
信トランクに直接アクセスできます。
中継台間コールを使用すると、複数のブランチの中継台への通話をメインの交換機に 
集中させることができます。

通話処理：

アテンダントの割り込み：この機能を使うことで、アテンダントは既存の通話に割り 
込むことができます。この機能はコールオファーとも呼ばれます。
中継台ロックアウト - プライバシー：この機能では、電話機のユーザーが再発信する 
場合を除き、コンソールで保留になっているマルチパーティ接続（会議通話等）にオ 
ペレーターが再参加しないようにします。
アテンダントスプリットスワップは、オペレーターが話中の通話とスプリット通話を 
切り替えることができる機能です。この操作は、オペレーターが通話を転送する必要 
があるが、まず最初にそれぞれの相手と個別に話をしてから転送を完了したい場合に 
役立ちます。
中継台ベクタリング：中継台ベクタリングを使用すると、オペレーター宛ての着信通 
話を柔軟に管理できます。たとえば、現行のナイトサービス処理では、中継台からナ 
イトステーションへ転送される通話は、そのステーションでのみ呼び出し音を鳴らす 
ことができ、カバレッジパス処理は行われません。
自動アテンダント：自動アテンダントでは、発信者はシステム上のどの内線番号でも 
入力することができます。入力後、通話は内線番号にルーティングされます。つま 
り、コストを削減するために、ライブアテンダントの必要性を減らすことができま 
す。
バックアップアラーティング：バックアップアラーティング機能では、バックアップ 
オペレーターにプライマリオペレーターが通話に応答できないことを通知します。
コールウェイティング：コールウェイティングは、通話中のアナログ電話機のユー 
ザーに別の電話がかかってきたことをオペレーターが通知する機能です。オペレー 
ターは、通知を行った後、他の通話に応答することができます。オペレーターは、 
コールウェイティング・リングバックトーンを聞き、話中の電話ユーザーはコール 
ウェイティングトーンを聞きます。このトーンを聞くのは着信電話機のユーザーのみ 
です。
着信通話制限電話機：着信が制限される制限クラス（COR）が指定された電話機で 
は、公衆網通話、中継台発信通話、中継台転送通話を受信できません。この機能を使 
うと、これらの制限を超えることができます。
会議：会議機能により、オペレーターは、自分自身を含めて最大 6 名の電話会議を設 
定できます。システムの内部および外部からの会議を電話会議に加えることができま 
す。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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中継台（同一）へのリターンコール拡張：Communication Manager は、同時に複数の 
ウェイティングコールをサポートする各中継台にキューイング機能を提供します。
リストディレクトリナンバー：外部の発信者が中継台グループに 2 つの方法でアクセ 
スできます。この方法は着信通話に使用されたトランクの種類によって異なります。
通話転送オーバーライド機能：この機能では、離席機能やコールカバレッジのような 
ルーティング機能が起動されているときでも、アテンダントが通話を内線に接続し 
て、これらのルーティング機能を無視できる機能です。この機能は、アテンダントの 
割り込みとともに、電話機ユーザーに緊急電話を転送するために使うことができま 
す。
優先キューイング：優先キューイングでは、オペレーターが着信通話にすぐに応対で 
きない場合に順序付けされたキューに着信通話を待機させることができます。
リリースループ操作は、通話を発信先へすぐに送ることができない場合、オペレー 
ターがコンソールで通話を保留できる機能です。通話が保留された時点から、タイ 
マーがスタートします。
会議のミュート操作の選択：ディスプレイ付き電話機を持つ電話会議の参加者は、雑 
音の多いトランク回線をミュートできます。会議のミュート操作の選択は、相手側の 
ミュートとしても知られています。
シリアルコール：シリアルコールでは、オペレーターがトランクコールを転送し、転 
送先が通話を終了すると転送元のオペレーターに通話を戻すことができます。戻って 
来た通話は交換機内の別の電話機に転送できます。トランク不足でダイレクトインダ 
イヤルが利用できない場合に、この機能は役立ちます。
時間設定リマインダーおよび中継台タイマー：中継台タイマーは、特定の種類の通話 
を受信後にタイマー設定された時間が経過すると、オペレーターに自動的にアラーム 
を送ります。

中央中継台：中央中継台（CAS）は、中心となる場所でプライベートネットワーク内の一元 
的オペレーターサービスを提供します。中央中継台の各ブランチは、独自のリスト・ディレ 
クトリ・ナンバー、または公衆網からの他のアクセス手段を持っています。ユーザーが直接 
オペレーターに対して発した通話やブランチへの着信通話は、リリースリンクトランクを介 
して中央中継台にルーティングされます。
ディスプレイ：中継台ディスプレイは、オペレーターがコンソールを操作する際に役立つ通 
話関連情報を表示する機能です。また個人的なサービスおよびメッセージ情報も示します。
電話をかける

オートスタートと非スプリット：オートスタートは、最初にスタートボタンを押さな 
くてもオペレーターが発信できる機能です。オペレーターが通話中にダイヤルパッド 
の操作を行うと、システムは自動的に通話を分割し、2 番目の通話へのダイヤルを開 
始します。
自動マニュアルスプリットは、オペレーターが、発信者に聞かれることなく発信先に 
通話を通知したり、内密に相談できる機能です。発信者をスプリットするので、発信 
先が応答できるかどうかオペレーターは内密に判断できます。

通話のモニタリング：

アテンダントトランクグループ制御：この機能によって、アテンダントは発信および 
双方向トランクグループを制御できます。
アテンダント直接内線番号選択：この機能により、アテンダントは内線番号の状況 
（内線番号が待機中か通話中か）を追跡することができます。アテンダントは内線番 
号をダイヤルせずに、内線番号に電話を掛けたり、通話を転送することができます。
アテンダントダイレクトトランクグループ選択：この機能を使用すると、アテンダン 
トはトランクグループに割り当てたボタンを押して、待機状態の発信トランクに直接 
アクセスできます。この機能により、アテンダントが頻繁に使用するトランクグルー 

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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プのトランクアクセスコードを記憶したり、検索したりあるいはダイヤルしたりする 
手間が省かれます。
中継台コンソールへの緊急アラート：緊急電話を受信すると、可視警報と可聴警報で 
中継台コンソールに通知します。可聴警報は救急車のサイレンと類似した音です。可 
視警報は CRSS-ALRT ボタンのランプを点滅させ、発信者の名前と内線（または客室 
番号）を表示します。
中継台へのトランクグループ話中/警告インジケータ：この機能では、グループ内の話 
中トランク数が設定レベルに達したことを視覚的にオペレーターに通知します。グ 
ループ内のすべてのトランクが話中である時も、視覚的な表示を示します。この機能 
は、特に中継台トランクグループ制御の起動が必要であることをオペレーターに示す 
際に便利です。
トランク識別により、オペレーター、。あるいはディスプレイ付き電話機のユーザー 
が、通話に使用されている特定のトランクを確認できます。この機能は Trunk ID（ト 
ランク ID）ボタンを中継台あるいは電話機に割り当てることにより提供されます。こ 
の機能は、欠陥があるトランクを確認する際に特に役立ちます。欠陥のあるトランク 
をサービスから切り離すことができ、問題を迅速に解決できます。
ビジュアリーインペアードアテンダントサービス：ビジュアリーインペアードアテン 
ダントサービスでは、視覚障害を持つオペレーターに音声によるフィードバックが提 
供されます。各音声フレーズは、連続した 1 つまたは複数の単一音声メッセージで 
す。この機能には、視覚障害を持つオペレーター用に、6 個のボタンが定義されてい 
ます。

Avaya Workplace Attendant

Avaya Workplace Attendant の主な機能は次のとおりです。

最初のあいさつとオペレーターのあいさつをカスタマイズできます。
複数のトピックをサポート：トピックとはロケーションまたは部門のコールキューを指しま 
す。
着信通話はコールプレビューパネルでキュー待機され表示されます。
オペレーターは、コールプレビューウィンドウからキュー待機された着信通話の中から最も 
重要な通話を選択できます。
トピックは重要な着信通話が最初に表示されるように、最大 5 つのレベルに優先度付けでき 
ます。
コンテキスト情報を使うことで、オペレーターはより人間味のある対応を行うことができる 
ようになります。コンテキスト情報では着信元の通話履歴の表示や、各発信者のメモの追加 
ができ、その内容を他のアテンダントに表示したり、アテンダントごとに非公開にしたりで 
きます。
動的に作成される候補ユーザーに、発信者の以前の通話に基づいておすすめの転送先のリス 
トが表示されます。
動的に作成されるお気に入りには、オペレーターが頻繁に通話を転送するユーザーのリスト 
が表示されます。
Presence Services との統合により、アテンダントは「先を見て」カレンダーステータスなど 
コンタクト送信先ユーザーのステータスを確認できるようになりました。
コンタクト送信先ユーザーのプレゼンスに基づく［話中］表示：番号の範囲、個人番号のリ 
スト、またはその両方が表示された複数のタブビューで［話中］表示を整理できます。これ 
を使って、場所や部門のビューを作成することができます。
複数のモニターをサポートするカスタマイズ可能な画面レイアウト：［話中］表示ウィンド 
ウ、コールプレビュー、コール詳細、対象ユーザーのパネルを切り離し、Avaya Workplace 
Attendant ウィンドウ内に再配置するか、その他のモニターに配置できます。
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複数のデータベースに統合すると、対象期間ごとに Avaya Workplace Attendant の電話帳に 
同期できます。Avaya Workplace Attendant は Active Directory、Open LDAP、IBM Domino、 
Progres、Oracle DB、My SQL、Sybase、CSV ファイル、Communication Manager、 
System Manager など最も一般的なデータベースをサポートしています。
オペレーターはデータベースを更新し、結果を瞬時に Attendant の電話帳に同期できます。
統合検索ではユーザーの検索結果の幅広い情報を表示します。さらに、電話帳の複数フィー 
ルドを使用して検索することもできます。

Avaya Workplace Attendant は次の機能をサポートします。

ステータス：ステータスを対応可能にして配信された通話を受信します。ステータスを話中 
に設定している場合は、オペレーターに通話が自動表示されません。オペレーターのステー 
タスが［話中］の場合、オペレーターはコールプレビューウィンドウから通話を選択できま 
す。
コンピュータモードのサポート：通話は Windows PC で管理され、メディアは PC に表示さ 
れます。
卓上電話モード：オペレーターは PC で通話を管理しますが、メディアは 96x1 または J 
Series の卓上電話でユーザーに表示されます。
通話を発信します。
通話への応答：通話は、最長アイドルまたはサイクリック（オペレーターのログイン順）の 
ルールに基づき配信されます。
オペレーターはキュー待機中の通話から選択できます。
ユーザーへの相談後または直接ブラインド転送を行った後に、ユーザーに通話を転送しま 
す。
コンタクト送信先ユーザーのボイスメールに転送します。
通話をユーザーに転送せず終了します。
通話を保留します。
保留中の通話を保留解除します。
トピックまたはオペレーターに通話をパークします。
話中のコンタクト送信先ユーザーに通話をパークします。
通話のパークを解除します。
転送またはパークされた通話がタイムアウトした際にオペレーターに再発信します。
内部発信者が外部発信者よりも早く通話を切った場合にオペレーターに再発信します。内部 
発信者が通話を切断までの時間と外部発信者が通話を終了するまでの時間差を定義するタイ 
マーをプログラミングできます。定義された時間を上回る場合は、オペレーターに再発信さ 
れます。タイマーを［ゼロ］に設定すると、この機能は無効化されます。
既存の通話にユーザーを追加して会議を開始します。
DTMF 番号を使用して IVR システムに移動します。
スピードダイヤルリストに発信者を追加します。
オペレーターの個人用連絡先を作成します。
時間外の通話を夜間サービス番号または夜間サービス IVR に転送します。
通話時間またはキュー内のコール数に基づき、あるトピックから次のトピックにオーバフ 
ローします。
オペレーターとトピック別のオペレーターの統計情報に関する全体リスト。
Web 上のダッシュボードをサポートします。

カスタマイズ機能
Communication Manager を使用すると、Avaya やサードパーティの外部システムとソリューショ 
ンでインターフェイスをカスタマイズできます。
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Application Programming Interface (API)：多数のソフトウェアアプリケーションと 
Communication Manager を連携できます。クライアントプログラマーは API を使って、 
Communication Manager と連携するアプリケーションを作成できます。
Application Enablement Services（AE Services）：アプリケーションと Communication 
Manager を接続するコネクタです。このコネクタを使うと、Communication Manager を変 
更したり、専用のインターフェイスを公開したりすることなく、新しいアプリケーション 
や機能を開発できます。

デバイスおよびメディア制御 API：Communication Manager に接続するコネクタで、 
ファーストパーティコールコントロールを備えたアプリケーションを開発できます。アプ 
リケーションは、Communication Manager で IP 内線番号として登録後、該当する内線番 
号を監視し、制御できます。

デバイスおよびメディア制御 API は、コネクタサーバーソフトウェアとコネクタクライア 
ント API ライブラリで構成されます。コネクタサーバーソフトウェアは、Communication 
Manager から独立したハードウェアサーバーで実行されます。つまり、デバイスおよびメ 
ディアコントロール API は、Communication Manager と同じ場所では実行されません。

Co-resident Branch Gateway：TCP/IP クライアントと Communication Manager コール処 
理間の通信を有効化します。Branch Gateway は、あるプロトコルから別のプロトコル 
（ISDN から TCP/IP）に相互接続ネットワークメッセージをルーティングし、TCP/IP トン 
ネルプロトコル経由ですべての ASAI メッセージトラフィックをブリッジするアプリケー 
ションです。
Java telephony application programming interface（JTAPI）：Communication Manager 
ASAI と統合できます。
Telephony Services Application Programming Interface (TSAPI)：Avaya Computer 
Telephony がサポートするオープン API で、Communication Manager ASAI に統合できま 
す。TSAPI は、CTI テレフォニー・サービスの国際標準に基づいています。具体的には、 
Computer-Supported Telecommunications Applications（CSTA）の欧州コンピュータ製造 
業者協会（ECMA）の CTI 標準による定義が、TSAPI の基礎となっています。

Scalability

システム容量の完全な一覧については、 Avaya Aura® Communication ManagerSystem Capacities 
Table（Avaya Aura® Communication Manager System の容量一覧）』を参照してください。

注：

AE Services には、概説を含む、カスタマー向けドキュメントがあります。この 
Communication Manager の概説では、AE Services の変更については説明されてい 
ません。

ヒント：

デバイスおよびメディア制御 API のドキュメントに関する完全なリストについては、 
お近くの Avaya 販売代理店にお問い合わせください。
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Communication Manager の信頼性
Communication Manager では、幅広い種類のサーバー、ゲートウェイ、サバイバビリティの機能 
がサポートされるため、カスタマーの可用性が最大化します。ソフトウェアは、プロセッサ機能 
のミラーリング、代替ゲートキーパーの提供、複数ネットワークインターフェイスのサポート、遠 
隔および中央の場所におけるサバイバビリティの確保などの性能を備えています。

信頼性については次のような機能があります。

代替ゲートキーパー拡張機能：Communication Manager と IP 電話や IP ソフトフォンのよ 
うな IP 通信デバイス間のサバイバビリティがサポートされます。
Branch Gateway のプライマリへの自動フォールバック：多数の Branch Gateway が 1 つま 
たは複数の Communication Manager サバイバルリモートサイトからサービスを受けている 
断片化ネットワークは、自動的にプライマリサーバーに戻されます。この機能は Branch 
Gateway のみを対象としています。
Branch Gateway のフェイルオーバー/フェイルバックを維持する接続：Branch Gateway が 
Communication Manager サーバーから別のサーバーに結合される間、既存のベアラまたは 
音声接続が維持されます。ネットワークまたはサーバーエラーにより、ブランチゲート 
ウェイ上の既存のベアラまたは音声接続は、他の Communication Manager サーバーに移さ 
れる場合があります。
二重化サーバーへのアップグレードを維持する接続：二重化サーバーへのアップグレード 
時に、次のような接続が維持されます。

IP 電話を使用した接続
Branch Gateway での接続

Communication Manager サバイバルコア：カスタマーネットワークのさまざまな場所に 
バックアップサーバーを展開でき、サバイバビリティが高まります。

ネットワークの断片化やメインサーバーの重大な障害で、サバイバルコアが制御さ 
れている場合、メインサーバーへの復帰は自動的に行われます。復帰方法にはスケ 
ジュール設定、手動、自動のオプションがあります。
Branch Gateway がサバイバルリモートに登録される場合や、ポートネットワークが 
サバイバルコアに登録される場合は、サバイバルリモートとサバイバルコアのダイ 
ヤルプラン透過性機能により、ユーザーのダイヤルパターンが保持されます。

IP エンドポイントのサービス開始時間機能では、カスタマーCommunication Managerの IP 
エンドポイントで（特に多数の IP エンドポイントで登録や再登録を試みている場合）サー 
ビス開始までの時間が短縮されます。この機能を使用すると、システムでは IP エンドポイ 
ントの登録後ただちにサービスが提供されると見なします。TTS-TLS 機能ではセキュアな 
TLS 接続を通じて TTS をサポートします。この構成が推奨されています。
サバイバルプロセッサ：サバイバルプロセッサとは、Branch Gateway を内臓した内線通話 
制御（ICC）のことです。ICC はメインプロセッサではなく、スペアプロセッサとして機能 
するように管理されています。スタンバイ Avaya Solutions Platform S8300 サーバーは、い 
つ停止してもメインサーバーが制御を開始し、通信を維持できるスタンバイモードで動作 
します。

注：

組み込み CM メイン、サバイバルリモート、または組み込みサバイバルリモートの設定 
で S8300 サーバーを構成している場合は、Avaya Solutions Platform S8300 に移行しま 
す。
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分割登録の処理：1 つのネットワーク領域のリソースがさまざまなサーバーに登録される 
と発生します。たとえば、停電でサバイバルリモートサーバー（Local Survivable 
Processor）またはサバイバルコアサーバー（Enterprise Survivable Server）が起動する 
と、ネットワーク域内の電話機はメインサーバーにそれ自体を登録し、そのネットワーク 
域内の Branch Gateway は サバイバルリモートサーバーに登録されます。メインサーバー 
に登録された電話機は、トランクリソースから隔離されます。Communication Manager 
は、分割登録を検出してトランクリソースのあるサーバーに電話機を登録し直します。
非常切替：電源障害時に、米国広域電信サービス（WATS）など、各地の電話会社の局用交 
換機（CO）との発着通話サービスを提供します。この機能により、電源障害時にも重要な 
通話または緊急の通話を発信したり、応答することができます。この機能は、Emergency 
Transfer（非常切替）とも呼ばれます。
ビデオ通話フロー向けのSRTP：このサポートは、通話発信元と受信エンドポイントが SIP 
に登録されており、Communication Manager で IP コーデックセットが SRTP に設定され 
ている場合のみ利用できます。ビデオ用 SRTP は H.323 シグナリングでは作動しません。 
H.323 登録エンドポイントでは常にビデオ RTP を送信します。ビデオの暗号化と相互作用 
する SIP-H.323 はサポートされていないため、この場合ビデオはブロックされます。ただ 
し、SIP シグナリングが Best effort SRTP モードをフォローする場合、Communication 
Manager では動画 RTP で相互作用する SIP から H.323 に通信できます。

Localization

Communication Manager は、言語表示の設定変更や国別のローカライゼーションなど、さまざま 
な言語機能をサポートします。

Communication Manager には次のようなローカライゼーション機能があります。

設定変更可能な言語表示：この機能を使うと、SIP 電話機、DCP および H.323 電話のディ 
スプレイユニットに、ユーザーが話す言語でメッセージを表示できます。これらのメッ 
セージには、英語（デフォルト）、フランス語、イタリア語、スペイン語、ユーザーが定 
義した言語、ユニコードが使用可能です。ユーザー定義言語はラテン語やロシア語、カタ 
カナ表記文字を使ったほぼすべての言語に対応しており、またユニコードでは世界中のほ 
ぼすべての言語に対応可能です。各ユーザーに表示するメッセージの言語は、管理者が設 
定します。この機能には 40 文字表示対応の電話機が必要です。
設定変更可能な減衰プラン：音声通話で許可される減衰量は国によって異なる可能性があ 
るため、電話通話の信号の減衰量と増幅量を設定変更できる必要があります。
Bellcore 発信者名 ID：この機能を使うと Communication Manager は Bellcore 発信者名指 
定をサポートする地域電話会社ネットワークから、発信者名情報を受け付けることができ 
ます。Bellcore 発信者名 ID が設定されている場合、発信者名情報を送信できます。次の発 
信者 ID プロトコルがサポートされています。

Bellcore（デフォルト）- 米国のプロトコル（212 モデムプロトコルの Bellcore 伝送 
プロトコル）。
V23-Bell - バーレーンのプロトコル（V.23 モデムプロトコルの Bellcore 伝送プロト 
コル）。

話中音切断：世界の一部地域では、局用交換機から切断メッセージの話中音が送信されま 
す。局用交換機から話中音が送信されると、話中音切断によって交換機でアナログループス 
タートの局用トランクが切断されます。
各国仕様のローカライゼーション:

ブラジル - 着信課金通話のブロック：制約のクラスに基づき、着信課金通話がブ 
ロックされます。この機能は、ブラジルの国番号を用いるあらゆる交換機で使用で 
きます。
Japan

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x


 
Overview

2023 年 12 月 Avaya Aura® Communication Manager の概要と仕様

このドキュメントに関するお問い合わせ先：

17

▪

▪

◦

▪

▪

▪

•

•

•

•

•

•

専用線プロトコルのサポートでは、TTC が標準化した日本独自の PBX 間の 
デジタル専用線プロトコルに対応しています。
カタカナ文字セット Communication Manager ではカタカナ文字セットがサ 
ポートされています。

Russia

Branch Gateway での Central Office サポート：Communication Manager で 
は、Avaya Branch Gateway を使用してロシアの局用トランクをサポートし 
ます。
ISDN/DATS ネットワークサポート：［システムパラメータトーン - 生成］画 
面で［生成トーン］フィールドを「15」（ロシア）に設定すると、ISDN/ 
DATS トランクネットワークがサポートされます。ロシアのトランクネット 
ワークをサポートするため、オーバラップ送信遅延、ISDN T302 および 
T304 タイマーが変更されます。
マルチ周波数パケットシグナリング：マルチ周波数パケット（MFP）アドレ 
スシグナリングは、ロシアで発信局用トランクに対して提供される機能で 
す。発信者番号およびダイヤルされた番号情報が、市内交換機と市外交換機 
間の発信リンクに送信されます。

E&M シグナリング：アナログ通信リンクの提供に E&M トランクが使用されます。連続、 
パルス式連続、パルス式 E&M シグナリングは米国内で使用されている E&M シグナリング 
を改良したものです。連続 E&M シグナリングはブラジル向けですが、ハンガリーでも使用 
できます。パルス式 E&M シグナリングはブラジル向けのものです。
マルチナショナルロケーション：複数国で事業を行うカスタマーの場合は、マルチナショ 
ナルロケーション機能を使用すると、単独の Enterprise Communication Server (ECS) を複 
数国で利用できます。
公衆網での優先通話：公衆網の交換機で緊急呼保持、強制切断、イントルージョン、解放 
制御モード、再呼び出しができます。これらの機能は各国で別の名称で呼ばれることが多 
くあります。
Unicode の QSIG サポート：単一サーバーの Unicode サポートをマルチノードの 
Communication Manager ネットワークに拡張できます。この機能は、大規模な構内構成で 
ユニコードをサポートします。
ワールドクラストーン検出：Communication Manager でシステムの設定に応じて異なるタ 
イプの呼処理トーンを識別、処理できるようになります。
XOIP トーン検出バイパス：X over IP トーン検出バイパス機能（X = モデム、ファックス、 
TTY-TDD など）は、Communication Manager 内の VoIP リソースでは認識が難しい旧タイ 
プまたは非標準のモデム、ファックス、TTY デバイスなどの外部装置を使用しているカス 
タマーのための機能です。

コールセンター

Avaya Aura® Call Center は、完全に統合された通信プラットフォームを提供し、カスタマーの 
Call Center のあらゆるニーズに応えるように作られたパワフルな機能、性能、アプリケーション 
を利用できます。

Avaya Call Management System に代表されるリアルタイムレポートおよびパフォーマンス統計用 
Call Center アプリケーションと、履歴データではなく着信呼に基づき専門的な予測ルーティング 
を行う Avaya Business Advocate は、簡単に統合可能です。

Communication Manager ではエージェント ID 機能を使用して、電話で特定のエージェントのあ 
いさつを取得し、着信時にそのあいさつを再生できます。
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Communication Manager では Avaya Aura® Contact Center の Restrict Call Joining（通話参加制 
限）機能もサポートされます。有効にすると、該当するエージェントは Communication Manager 
で転送や会議の操作を開始できなくなります。制限は発信通話にのみ適用されます。Restrict 
Second Agent Consult 機能を使うと、エージェントは、相談操作、転送、会議を 1 度に 1 つのみ 
使用できます。

Communication Manager の Call Center 機能の詳細については、次のドキュメントを参照してく 
ださい。

Avaya Aura® Call Center Elite Overview and Specification
Planning for an Avaya Aura® Call Center Elite Implementation
Administering Avaya Aura® Call Center Elite
Avaya Aura® Call Center Elite Feature Reference
Programming Call Vectoring Features in Avaya Aura® Call Center Elite

Branch Gateway の Avaya Call Center

Avaya Call Center サバイバビリティ機能は Communication Manager がサポートするサーバーと 
同じサーバーでサポートされます。

サポートされているサーバーとゲートウェイの詳細については、『 Avaya Aura® Communication 
Manager Hardware Description and Reference』を参照してください。

Avaya Call Center Basic ソフトウェアには、Communication Manager の機能とオプションの CTI 
（コンピュータと通信の統合）が含まれています。このパッケージは小規模の企業や支店に低コ 
ストのコールセンターソリューションを提供します。

オプションの Avaya Call Center Elite は堅牢なコールセンター機能を提供し、オプションの 
Avaya Business Advocate と Avaya Dynamic Advocate ソフトウェアの基本ソフトウェアとして 
Avaya エキスパートエージェントセレクションおよびサービスを搭載しています。

Elite Call Center ソフトウェアパッケージに含まれるコールセンター機能を使用して、コールベク 
タリングやリソース選択による強力な統合されたとコールルーティングを提供して、 
Communication Manager Call Center カスタマーが、カスタマーサービス、ヘルプデスク、転送、 
他の操作を強化できるようにします。

コンピュータと通信の統合
コンピュータと通信の統合（CTI）によって、外部アプリケーションでの Communication 
Manager 機能の制御が可能となり、顧客情報データベースに通話制御機能を統合できます。

Avaya Computer Telephony は、Communication Manager のプレミアム通話制御機能とカスタ 
マーのデータベースの顧客情報を統合するサーバーソフトウェアです。これは、ローカルエリア 
ネットワーク（LAN）ベースの CTI ソリューションで、クライアント/サーバー構成で実行する 
サーバーソフトウェアから成ります。Avaya Computer Telephony は、CTI アーキテクチャとプ 
ラットフォームを提供し、コンタクトセンターのアプリケーション要件と最新の Application 
Programming Interface (API) に対応します。コンピュータと通信の統合の詳細については、『 
Avaya Aura® Application Enablement Services Overview』を参照してください。

自動着信分配
自動着信分配（ACD）は、コールセンター・アプリケーション用の基本的な機能です。ACD は着 
呼を効率的に、そして利用可能なエージェント間で均等に配信する方法を提供します。ACD を利 
用して、エージェントグループのうち話中でないエージェントや、待機状態のエージェントに呼を 
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配信します。ACD と Call Center Elite は機能豊富なルーティングおよび通話処理機能を提供しま 
す。自動着信分配の詳細については、『 Avaya Aura® Call Center Overview』と『 Avaya Aura® 
Call Center Feature Reference』ガイドを参照してください。

Avaya 基本コールマネージメントシステム
Avaya 基本コールマネージメントシステム（BCMS）は、コールセンターエージェントのパ 
フォーマンスを判定するために必要なデータを含む Communication Manager ソフトウェアと統合 
されたレポートを作成し、コールセンターのオペレーションを微調整できます。

BCMS 機能は、3000 人以下のエージェントで構成されるコールセンターに、低コストのコールマ 
ネージメントコントロールおよびレポート作成機能を提供します。BCMS は、Communication 
Manager 内で ACD コールデータ（最大 7 日間）を収集および処理します。外部プロセッサは、 
通話管理レポートの作成には必要ありません。

Communication Manager はリアルタイムレポートおよび履歴レポートを生成できます。

Avaya Business Advocate

Avaya Business Advocate は、通話が過剰な状態でエージェントに通話を選択したり、通話が過剰 
な状態で通話にエージェントを選択できる柔軟性を提供する機能を集めたものです。従来の 
「ファースト・イン/ファースト・アウト」方式ではなく、発信者のニーズ、潜在的なビジネス上 
の価値、待つ意思があるかどうかなどを計算します。その上で、どのエージェントが発信者に対 
応するかが決定されます。

Avaya Business Advocate の機能には以下が含まれます。

自動リザーブエージェント：この機能を使うと、Communication Manager でエージェント 
スキルに稼働率割当機能を使用できます。
スキル別通話選択オーバーライド：通話選択オーバーライドは、スキルごとに決定されま 
す。コールセンタースーパーバイザは、通常の通話処理アクティビティを特定のスキルや、 
コールセンター全体にオーバーライドできます。
ダイナミックな稼働率調整：この機能を使うと Communication Manager で実際のサービス 
レベルをサービス目標と比較できます。システムはその後、スキルの全体的な利用効率を 
高めるようにサービス目標を調整します。
ダイナミックなキューポジション：この機能を使うと Communication Manager で複数のベ 
クターディレクトリ番号（VDN）からの通話をスキルキューに配置できます。この機能に 
より、VDN 全体の通話処理のバランスが確実に調整されます。
ダイナミックなしきい値調整：この機能を使うと Communication Manager で実際のサービ 
スレベルとサービス目標を比較して、負荷しきい値を調整できます。この機能により、過 
負荷状態のエージェントの使用がより効率的になります。
ログイン Advocate エージェントカウント：ログイン Advocate エージェントカウントは、 
サービス目標、稼働率割当、リザーブスキルがエージェントのログイン ID に割り当てられ 
ている場合、あるいはエージェントのスキルの 1 つが最少実稼働エージェントまたはサー 
ビスレベルスーパーバイザーに割り当てられている場合、エージェントを Advocate エー 
ジェントに加算する機能です。
稼働率割当：この機能を使うと Communication Manager で、リザーブエージェントのある 
スキルでの作業時間を、そのスキルの割り当て目標時間と比較して、通話を自動リザーブ 
エージェントに分配できます。
リザーブエージェントのキューアクティブ化待機時間：予想待ち時間（EWT）があらかじ 
め決められたしきい値を超えた場合、または通話がキューで待機する時間が設定されてい 
るサービスレベルスーパーバイザしきい値を超える場合、この機能でリザーブエージェン 
トがアクティブになります。
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Mobility

Communication Manager は、広範囲におよぶモビリティ機能をサポートしています。建物内専用 
または建物内外から選択可能な広範囲ワイヤレス、セルラー内線（EC500）に代表される Hot 
Desking 機能、パーソナルステーションアクセス（PSA）、電話機の自動移設（ACTR）により 
Communication Manager 機能が拡張され、ユーザーはどこにいても各種機能を利用できます。

Communication Manager モビリティ機能には以下が含まれます。

架空内線では、システムに物理的に存在しない電話を管理します。これにより、システム 
の電話の設定や変更をすばやく行えます。
電話機の自動移設（ACTR）を使うと、あるロケーションでプラグを抜いて、他のロケー 
ションでプラグを差し込めば電話機を移設でき、交換機での設定は不要になります。該当 
電話機の内線番号は、交換機によって新ポートへ自動的に割り当てられます。
Avaya Wireless Telephone Solutions (AWTS) は、Communication Manager と完全に統合さ 
れているため、携帯電話から Communication Manager のすべての機能を利用できます。

Avaya Extension to Cellular (EC500) 機能は、次のモバイルサービスを拡張します。
単一番号の可用性
ユーザー容量の拡大
ファシリティとハードウェア間の柔軟性
不正使用に対する制御の強化
有効/無効機能の強化
実用性の向上
IP トランクファシリティのサポート

EC500 通話へのコールトリートメントオプションを定義するには、システムで定義される 
最大 99 個の構成セットを使用できます。携帯ボイスメールの検出フィールドを設定する場 
合、EC500 通話は携帯ボイスメールには含まれません。コールサーバーで、コールが携帯 
ネットワークのボイスメールに含まれていることが検出されると、コールサーバーはコー 
ルをサーバーに返します。

Communication Manager 6.3.2 では、EC500/One-X Mobile Lite コール（AEFSC）機能の 
セキュリティが強化されました。この機能により、ユーザーが携帯電話から機能指定内線 
番号（FNE）に発信する場合、電話機セキュリティコード（SSC）でコールが認証されま 
す。コールは SSC が有効でなければ失敗します。EC500 コールをかける場合、発信者は 
FNE 番号の後に SSC をダイヤルする必要があります。例：<FNE> [ダイアルトーン] 
<SSC> # [ダイアルトーンまたは確認音] <残りの番号や内線番号>

注：

Avaya Wireless Telephone Solutions（AWTS）は、DEFINITY Wireless Business 
System（DWBS）に代わって使用されます。

注：

One-X Mobile 環境では、携帯ボイスメールの検出フィールドと通話ログ通知フィー 
ルドの値を編集できます。その他すべてのフィールドは読み取り専用になります。
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ASAI を通した Microsoft Office Communicator (MOC) と Communication Manager の統合 
で、2 つのユーザー機能を同時に利用するブリッジがサポートされます。たとえば、ユー 
ザーがデスクフォンでの通話中、同時に携帯電話などの PBX 以外の宛先で通話することが 
できます。
IP 配線接続された内線番号用の E911 ELIN 機能は、緊急呼（米国では 911）の間、IP サブ 
ネットワーク（「サブネット」）を使用して緊急ロケーション情報番号（ELIN）割り当て 
のプロセスを自動化します。ELIN はその後、緊急電話番号（米国では 911）がダイヤルさ 
れた場合に CAMA または ISDN PRI トランクで緊急サービスネットワークに送信されま 
す。
パーソナルステーションアクセス（PSA）により、電話の基本設定および許可設定を、互 
換性のある他の電話に転送できます。PSA には複数のテレコミューティングアプリケー 
ションがあります。たとえば、数人のテレコミューティング従業員が、同じオフィスを曜 
日別に共用することが可能です。社員は、該当する日に共用の電話機を簡単にリモートか 
ら「自分用の」電話機にすることができます。
SIP ビジティングユーザー（SIP VU）機能を使用すると、9620 または 9630 SIP 電話の 
ユーザーは企業内の任意の SIP 電話にログインして、メニュー、連絡先、友だちリストな 
どの個別のサービスを利用できます。

SIP ビジティングユーザー機能は、電話に内蔵された専用のファームウェアに依存し、SIP 
VU の設定が必要です。
ターミナルトランスレーションの初期化（TTI）機能を使い、X ポートの内線を有効なポー 
トに統合するか、内線をポートから分離します。TTI を使用して電話を移動します。ただ 
し、TTI を使ってオペレーターおよびデータモジュールに接続して移動することもできま 
す。また、ターミナルトランスレーションの初期化（TTI）は架空内線（AWOH）とも動作 
します。
TransTalk 9000 は、シングルゾーンまたはダブルゾーンの構内ワイヤレスシステムで、 
Communication Manager ベースのシステムにワイヤレス電話を提供します。机上の有線電 
話機のパワーと機能のすべてに、ワイヤレス電話機の利点とアクセスの良さが加わっていま 
す。
X-station mobility によってリモートユーザーが交換機の機能にアクセスできます。X-station 
mobility を使うと、PRI トランクインターフェイスでリモート接続されている OEM ワイヤ 
レス電話を、交換機に直接接続されているかのように Communication Manager から制御で 
きます。
Multiple Device Access (MDA) 機能により、SIP ユーザーは複数の SIP デバイスを 1 つの内 
線で登録できます。たとえば、ユーザーのデスクに J169 があり、ラボに 9641 があり、 
ラップトップに Equinox クライアントがインストールされている場合、すべてのデバイス 
を同じ内線番号 123456 で登録できます。内線番号 123456 への着信時には、すべてのデバ 
イスが呼び出されます。ユーザーは任意のデバイスで呼に応答できます。必要に応じて、ア 
イドル状態のデバイスから通話をブリッジして、ユーザーがアクティブなコールアピアラ 
ンスを選択できるので。デバイス間で通話を保留しないで転送できます。
Enterprise Mobility experience (EMX) 機能を使用すると、 Avaya Workplace クライアント 
を使用して最大 4 つの呼び出し内線番号を設定できます。このライセンス機能は 
Communication Manager バージョン 10.1.2 から利用できます。EC500 または ONEX アプ 
リケーションがプライマリ電話機に設定されている場合、EMX アプリケーションは設定で 
きません。

Collaboration

Communication Manager には、同僚グループ、カスタマーグループ、および役員、営業担当者、 
専門家などとの共同作業を容易に行うことを目的としたさまざまな機能があります。こうした主 
要ワークグループには、高度で効果的なインタラクションが必要で、Communication Manager は 
これを実現します。
Conferencing
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会議の中止：会議ボタンを押し、何らかの理由で会議を完了する前に受話器を下ろすと、 
会議はキャンセルされます。ソフトホールドされていた元の通話はハードホールドされま 
す。
会議 - アナログ電話機ユーザーは、オペレーターが支援しなくても、会議ボタンを使用する 
と、3 者間で電話会議を行うことができます。
会議 - 6 名の通話者：アナログ電話機ユーザーは、オペレーターが支援しなくても、会議ボ 
タンを使用すると、6 者間で電話会議を行うことができます。

会議/転送表示プロンプト：表示プロンプトは、ユーザーの接続制限クラス（COR）をベー 
スにしており、ラインアピアランス選択による会議やダイヤルトーンなしの会議操作機能 
に依存しません。
会議または転送、あるいは切り替えまたはスワップ：ユーザーが、全通話者への接続に先 
立って電話会議設定の最中に 2 者間で通話を切り替えたり、通話の転送に先立って両方の 
通話者と相談したりできる機能です。
グループ受話：ご使用のスピーカフォンを受話専用モードにすると同時に、受話器やヘッ 
ドセットを送受話モードにする機能です。これにより、1 人がグループの代表として話をで 
きます。1 人が会話に参加して、室内の他の人々が会話の内容を傍聴することができます。

会議保留/保留解除は、［Hold（保留）］ボタンで保留した通話者を会話に戻せる機能で 
す。

ミートミーカンファレンス：最高 6 名までの参加型電話会議を設定できます。ミートミー 
カンファレンス機能では、コールベクタリングを使って電話会議の設定を処理します。
拡張ミートミーカンファレンス：拡張ミートミーカンファレンス機能アプリケーションア 
プリケーションを使うと、参加者が 6 名を超える複数者間電話会議を設定できます。拡張 
ミートミーカンファレンス機能では、最大 300 人までサポートします。
ダイヤルトーンなしの会議操作：この機能では、すでに始まっている 2 つの通話を会議さ 
せる場合、発信音の受信でユーザーが混乱しないようにできます。
保留なしの会議：この機能では、ユーザーが現在の通話で会話を続けながら、もう 1 名の 
参加者を自動的に追加できます。
ラインアピアランス選択による会議：ライン「b」での通話中に、別のラインが保留されて 
いるか、ライン「a」で着信通話が鳴っている場合、CONF ボタンを押すと、2 つのライン 
の通話がブリッジ接続されます。Communication Manager でラインアピアランス選択によ 

注：

12 人の参加者を会議に参加させる場合は、機能関連システムパラメータ画面で12– 
party Conferences（12 人の会議）フィールドを有効にする必要があります。

注：

この機能は IP電話を対応できません。

注：

この機能は、BRI 電話機または中継台では使用できません。
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る会議機能を使用する場合、ユーザーはもう一度 CONF ボタンを押す代わりに、ラインア 
ピアランスボタンを押して会議を終了させることもできます。
会議参加者の選択表示：ディスプレイ付きデジタル電話機または中継台で、2 者間通話また 
は電話会議を行っている他の通話者すべてをディスプレイに表示できる機能です。
参加者の選択切断：ユーザーは 1 度のボタン操作で、現在表示されている通話者を選択し 
て切断できます。電話会議中、追加した通話者からの応答がなく、通話がボイスメールへ 
転送される場合、この機能が役立ちます。
会議のミュート操作の選択：ディスプレイ付き電話機を持つ電話会議の参加者は、雑音の 
多いトランク回線をミュートできます。会議のミュート操作の選択は、相手側のミュート 
としても知られています。
Enhanced SIP 信号機能：Enhanced SIP 信号機能を使用すると、次のことができます。

会議参加者の名簿を表示し、Communication Manager ベースの会議に選択した参加 
者をドロップします。

Avaya Aura® Conferencing リリース 7.0 による音声会議を可能にします。
Communication Manager 機能サーバーにおけるシーケンス済みアプリケーションの 
動作を向上させます。

マルチメディアコーリング

マルチメディア通話は音声とビデオの場合にのみ開始します。通話がいったん接続されると、通話 
者の 1 人が関連するデータ会議を開始して、データをサポートできる通話者全員をその通話に参 
加させることができます。

ベクターおよび電話機でのマルチメディア通話早期コールアンサー：音声変換付きでマル 
チメディア通話に適用される機能です。
マルチメディアエンドポイントへのマルチメディア通話のリダイレクト：デュアルポート 
マルチメディア電話機は、コールカバレッジ、可変不在転送および話中転送（ステーショ 
ンハンティング）などの通話の転送機能の着信先になる場合があります。この電話機でマ 
ルチメディア通話やマルチメディアに変換されたデータコールを受信することができま 
す。
ESM を介したマルチメディアデータ会議（T.120）：データ会議が「拡張サービスモ 
ジュール（ESM）」という外部システムデバイスで制御されます。
マルチメディアの保留、会議、転送、切断：マルチメディア通話の保留、会議、転送、切 
断をユーザーがアクティブ化できます。マルチメディアエンドポイントと音声のみの電話機 
が、同じ会議に参加することができます。
音声アナウンスを提供するマルチメディアキュー：マルチメディア通話がハントグループ 
のキュー待ちになっている場合、発信者は音声によるアナウンスを聞くことができます。

ページングとインターカム

コードコーリングアクセスは、オペレーター、ユーザー、専用線トランクユーザーが、 
コード化したチャイムで呼び出しを行うことができる機能です。
グループページングは、ユーザーが、他の人々に向けてスピーカフォンからアナウンスで 
きる機能です。ユーザーがアナウンスを開始すると、スピーカフォンは自動的にオンにな 
ります。
インターカム - 自動：この機能を使うと、頻繁に電話をかけあうユーザーが内線番号に電 
話する代わりに 1 つのボタンを押すだけで電話をかけることができます。
インターカム - ダイヤル：この機能を使うと、デジタル電話機ユーザーが、管理グループ内 
の他の人に容易に電話できます。発信者は、ハンドセット（受話器）を持ち上げ、ダイヤ 
ルインターカムボタンを押し、希望する相手に割り当てられた 1 桁または 2 桁のコードを 
ダイヤルします。
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ラウドスピーカーページングアクセスは、アテンダントおよび電話機ユーザーが、ボイス 
ページング装置にダイヤルアクセスできる機能です。Communication Manager では、9 個 
のページングゾーンを提供し、1つのゾーンですべてのゾーンが同時に有効かされます。
マニュアルシグナリングは、あるユーザーが別のユーザーに信号を送ることができる機能 
です。受信側ユーザーは 2 秒の呼び出し音を聞きます。信号を発する側のユーザーがボタ 
ンを押す度に信号が送られます。信号の意味は送信側と受信側間であらかじめ取り決めま 
す。受信側電話機が着信通話からの呼び出しを受けている最中の場合、マニュアルシグナ 
リングは拒否されます。
ウィスパーページにより、話中の電話に、話し手のアシスタントや同僚が割り込んで（ブ 
リッジして）、電話の相手（複数の場合も可）に聞こえないようにして、話し手にメッ 
セージを伝えることができます。ウィスパーページは特定のタイプの電話機でのみ使用可 
能です。

この

チームボタン機能を使用すると、1 つの電話機チームのメンバーを監視できます。監視ステーショ 
ンでは、監視する電話機の一般的なリダイレクト状況についての通知を受信します。 
Communication Manager リリース 6.3.6 より、直接転送、通話終了時の転送、SAC/CFWD/EC 
オーバーライド機能がチームボタン機能で使用できるようになります。

コール ルーティング
コールルーティング機能は、WAN または LAN リンク経由のIP トランクを効率的に使用してネッ 
トワークコストを削減します。
コールルーティング機能：

自動ルーティング：Communication Manager では、公衆およびプライベートネットワーク 
向けのさまざまな自動ルーティング機能を利用できます。自動ルーティング機能である 
AAR および ARS はこの機能の基本です。自動ルーティング機能は、通話の発信時に利用可 
能な望ましい（通常最もコストの低い）ルートに基づいて通話をルーティングします。
ブロック化ダイヤリングとコールタイプデジット分析：この機能を使うと、電話の通話ロ 
グの電話番号情報に基づいて、ユーザーが電話番号を修正しなくても自動的に通話を発信 
できます。
汎用ルーティング選択：この機能は音声およびデータコールのルーティング機能を提供し 
ます。最も安価なルーティングの選択だけでなく、適切なファシリティを介した最適な 
ルーティングの選択にも使用できます。AAR および ARS を強化するには、ルーティング指 
定時に追加のパラメータを使用して、適切なファシリティを最大限に活用して通話をルー 
ティングできます。
マルチロケーションサポート：この機能によって、Avaya Media Gateway が、別のロケー 
ションにある中央サーバーから分散されている場合に、現地時間、ローカルトランク用 
ローカル ARS 公衆分析テーブル、自動夏時間を有効にし、共有リソースアルゴリズム 
（タッチトーンレシーバ）やその他の機能を拡張できます。
代替ファシリティ制限レベル：このレベルを使って Communication Manager は回線または 
トランクのファシリティ制限レベルと認証コードを調整できます。通常、各回線またはト 
ランクにはファシリティ制限レベルが割り当てられています。この機能によって、オールタ 
ネイトファシリティ制限レベルも割り当てられます。
トラベリングクラスマーク：これは、発信者のファシリティ制限レベルを 1 つの電子タン 
デムネットワーク交換機から別の交換機へ受け渡すための機構です。トラベリングクラス 
マークにより、電子タンデムネットワークを介して交換機間の権限の確認を行うことがで 
きます。
応答検出：通話詳細情報（CDR）では、着信者がいつ通話に応答したかを知る必要があり 
ます。Communication Manager には、着信者が発信通話に応答したかどうかを判断する 3 
つの方法（タイムアウトによる疑似応答、コールクラシファイア基板、ネットワーク応答 
管理機能）があります。
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ソースベースルーティング：ソースベースルーティング機能により、Communication 
Manager から H.323 、DCP、およびアナログ電話機の位置情報が Session Manager に送 
信されます。Session Manager は、IP アドレスを使用して、一致するトランクまたはルー 
トパターンを選択し、呼を着信先電話機にルーティングします。
QSIG コールカバレッジでは、QSIG によって再ルーティングまたは転送に切り替えられた 
コールは、転送先のコールカバレッジパスを使用します。Communication Manager の構成 
に基づき、管理対象者のあいさつが発信者に対して再生されます。
遅延切断：SIP トランクフォームのバンド内トーンを使用した ISDN クリアリングの相互 
作用フィールドを使用して発信者に通話切断の理由を伝えます。被呼者が電話に出ないと 
分かると、発信者や Voice Portal エージェントはアナウンスを待って完了するか、切断する 
かを決めることができます。
Inter-Gateway Alternate Routing（ゲートウェイ内代替ルーティング）：IGAR は、大型の 
単一分散サーバー構成に、拡張された Quality of Service（QoS）を提供します。IGAR は、 
IP ネットワークがベアラトラフィックに十分に対応できない場合に設定して使用できま 
す。複数の IP ネットワークを利用できる場合、PSTN ではなく H.323 や IGAR 向けの SIP 
トランクを使用できます。Communication Manager リリース 6.3.5 以前では、アナログ用 
IGAR、DCP、H.323 エンドポイントがサポートされていました。リリース 6.3.6 以降から 
IGAR のサポートは SIP エンドポイントまで拡張されます。

テレコミューティングとリモートオフィス
テレコミュータは通話を適切にルーティングするため、従業員は自宅、オフィス、外出先など作 
業場所を問わず Avaya Aura Communication Manager のすべての機能を使用できます。
Communication Manager は以下のテレコミューティング機能をサポートします。

オフネット転送呼のカバレッジ：オフネット転送呼のカバレッジ（CCRON）により、交換 
機外部のロケーションに転送された通話を交換機に戻して、処理を続行できます。
再転送呼の拡張ユーザー管理（テレコミューティングアクセスとも呼ぶ）：再転送呼の拡 
張ユーザー管理機能により、オンサイト、オフサイトに関係なくあらゆるロケーションか 
ら、最優先コールカバレッジパスや転送先内線番号を変更できるようになります。
内線延長（構外）：トランクデータモジュールは、構外プライベートライントランクファ 
シリティと Communication Manager を接続します。
リモートアクセスでは、承認された発信者が公衆網を経由してリモートからシステムにア 
クセスし、機能やサービスを使用することを許可します。この機能には、さまざまな方法 
でアクセスすることができます。

Telephony

Communication Manager では、従業員、カスタマー、パートナー間の有効なコミュニケーション 
を促進する包括的なエンドユーザーテレフォニー機能（自動応答、通話転送、不在転送など）を 
利用できます。

通話中機能

Communication Manager では、Avaya エンドポイントが Radvision エンドポイントでのビデオ通 
話を確立する際に、ミッドコールテレフォニー機能が作動します。カスタマーはビデオ通話中に 
ビデオのミュート、ミュート解除、転送、会議を使用できます。

Exclusion

ユーザーは、電話での会話のプライバシーを守り、部外者が通話に参加できないようにすること 
ができます。Exclusion を使用して Extension To Cellular、ブリッジコールアピアランス、サービ 
スオブザービング、Multiple Device Access を利用できます。

コンカレントコール管理
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コンカレントコール数の制限（Limit Number of Concurrent Calls＝LNCC）機能が電話機で有効に 
なっていると、Communication Manager では着信呼の数を 1 度に 1 個に制限します。ユーザーが 
通話中の場合、そのあとの着信呼ではビジートーンを受信します。Communication Manager リ 
リース 6.2 以前ではこの機能は H.323 と DCP 電話機でサポートされていました。Communication 
Manager リリース 6.3 ではこの機能が SIP 電話機まで拡張されました。

自動番号識別（ANI）

発信者の電話番号を電話機に表示します。このシステムでは ANI を使って、マルチ周波数（MF） 
または Session Initiation Protocol (SIP) のトランク上での発信者の信号情報を解釈します。ANI 機 
能はすべてのディスプレイ付き電話機で使用できます。

H.323 と DCP エンドポイントでは、ブリッジコールアピアランスの発信者情報は主要電話機の発 
信者情報と同様に設定できます。この機能を有効にするには、Class of Service（サービスクラ 
ス）画面の 2 ページ目にある［Match BCA Display to Principal（BCA ディスプレイを主要電話 
機に一致させる）］フィールドを［y］に設定します。

通話ログサポート
Communication Manager は 94xx 卓上電話の未応答通話ログですべての未応答通話を記録しま 
す。

話中の 94xx 卓上電話の通話ログサポート

Communication Manager は、次の理由で 94xx デスクフォンが話中の場合にすべての着信呼を記 
録します。

着信呼にリザーブしている 1 つを除くすべてのコールアピアランスが非アイドル状態にあ 
る。最後のコールアピアランスが発信呼にリザーブされている。
すべてのコールアピアランスが非アイドル状態にある。
応答不可機能がエンドポイントで有効になっている。
リモートユーザーがコールを保留にしたか、転送や会議を開始したためにコールアピアラン 
スが話中になる。

通話ログでサポートされる番号数

ISDN や SIP ネットワークからの直接の着信外線呼の場合、Communication Manager では DCP、 
H.323、SIP エンドポイントで最大 21 桁の発信者の番号を表示します。Communication Manager 
で以前に表示されていた発信者の番号は 7 桁のみでした。

エンドポイントの未応答通話ログと応答通話ログでは 21 桁すべて表示します。また、 
Communication Manager では、ISDN や SIP ネットワークからの着信外線呼は 21 桁すべて保存 
し、カバレッジ、転送、ブリッジなどの機能別にエンドポイントの未応答通話ログと応答通話ロ 
グにリダイレクトされます。

オンライン/オフラインコールジャーナル（通話履歴）

オンライン/オフラインコールジャーナル（通話履歴）機能では、SIP や H.323 電話機ユーザーは 
別の H.323 や SIP デバイスからログインする場合の通話ログのエントリを表示できます。SIP と 
H.323 のユーザーは、電話機がログアウトの状態であっても、応答通話と未応答通話すべてのログ 
を受信します。この拡張機能によって H.323 と SIP の卓上電話はすべての通話ログをバックアッ 
プして、ユーザーがログインする際に復元します。
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Communication Manager では、ログアウト済みの H.323 ユーザーの最大 10 件の通話をバック 
アップします。Communication Manager ではログイン状態で H.323 電話機で応答した通話や未応 
答の通話のログのバックアップや復元はしません。H.323 電話機ではこの目的のために引き続き 
HTTP を使用します。

通話通知
SIP 未送信コール通知

SIP 未送信コール通知機能では、エンドポイントに送信されなかったコールについての通知を提供 
します。Communication Manager では SIP エンドポイントが次の状況のいずれかで着信する場合 
に SIP 未送信コール通知機能を発信します。

すべてのコールアピアランスが話中。
LNCC がアクティブ化され、エンドポイントが話中。
不応答転送や不在転送が有効になっている。
拡張不在転送（ECF）無条件または ECF 話中が有効になっている。
Cover All Calls が有効になっている。

SIP トランクの最適化
SIP トランクの最適化機能を使用すると、トランクのプロビジョニングを行わなくても冗長性を確 
保できます。この機能では空いたトランクを SIP エージェント、SIP 電話機、PSTN 向けの SIP 
トランクの通話に使用できるようにトランクが解放されます。次の図では冗長性によるトランク 
消費の問題について説明しています。

上の図は、次の 2 つのシナリオを示しています。

1 つ目のシナリオ：Communication Manager と Session Manager の接続に問題がない場 
合。
2 つ目のシナリオ：Communication Manager と Session Manager が接続できない場合。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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1 つ目のシナリオでは、Communication Manager から赤いエージェント（エージェントプール 
1）に接続する必要がある場合、Communication Manager と Session Manager-1 の間にある赤い 
トランクを使用して接続できます。同様に Communication Manager から青いエージェント（エー 
ジェントプール 2）に接続する必要がある場合も、Communication Manager と Session 
Manager-2 の間にある青いトランクを使用して接続できます。

2 つ目のシナリオでは、追加トランクを管理することで赤と青のエージェントにサービスを提供で 
きますが、いくつか別の問題が発生しています。

Session Manager-1 と Session Manager-2 へのエンティティリンクが稼動している場合、1 
つ目のシナリオでは、冗長性を確保するために管理されている追加のトランクメンバーが 
引き続きアイドル状態となります。

発生頻度の低い 2 番目のシナリオに対処するために 2 倍のトランク数をプロビジョニング 
する必要があります。Communication Manager のトランクメンバー数が限られているた 
め、トランクを使用して冗長性を確保すると、実際のトラフィックに必要なトランク数が 
減ってしまいます。
ルーティングとルートパターン管理が複雑になります。

Session Manager-1 と Session Manager-2 への接続性を用意するプロビジョニングでは、 
Communication Manager で次の 2 つのシグナリンググループが作成される必要があります。

Session Manager-1 へのシグナリンググループ：近い方の端が procr、遠い方の端が 
Session Manager-1
Session Manager-2 へのシグナリンググループ：近い方の端が procr、遠い方の端が 
Session Manager-2

注：

System Manager でポリシーベースの割り当てが有効になっている場合、SIP 電話機 
で最大 4 つの Session Manager を管理できます。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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前述のとおり、シグナリングごとに Session Manager-1 で 5,000 のトランクをプロビジョニング 
し、Session Manager-2 で 5,000 のトランクをプロビジョニングする必要があります。

SIP トランクの最適化機能は、各シグナリンググループがそれぞれ複数の Session Manager にポ 
イントできます。この特定のケースでは、1 つのシグナリンググループが Session Manager-1 と 
Session Manager-2 の両方にポイントすることになります。Session Manager を 1 つのクラスタ 
とし、このクラスタにこのシグナリンググループをポイントすると、この状態を作り出すことが 
できます。SM クラスタ 1 つで 28 もの Session Manager に対応できます。Session Manager クラ 
スタでは、すべての Session Manager が同様の設定を共有し、任意の Session Manager が通話を 
先方の電話機または先方のトランクにルーティングできることを前提としています。

シグナリンググループが両方の Session Manager にポイントできる機能によって Communication 
Manager で管理する必要のあるトランク数を半分に抑えつつ、完全な冗長性を確保できます。 
Session Manager-1 へのリンクで障害が発生した場合、このシグナリンググループではすべての発 
信トラフィックのルーティングに Session Manager-2 へのリンクが使用されます。1 つのシグナ 
リンググループが複数の Session Manager にポイントできる効果は次のとおりです。

1 つでもクラスタ内で稼働している Session Manager に接続できれば、シグナリンググ 
ループのサービスが維持されます。
トランクグループのサービスを維持し、そのトランクグループで管理されているメンバー 
をすべてトラフィック伝送に活用できます。
たとえば 1 つ目のシナリオで挙げたメンバー数 5000 のトランクグループでは、Session 
Manager-1 のエージェント 2500 人と Session Manager-2 のエージェント 2500 人にサー 
ビスを提供できます。Communication Manager と Session Manager-1 の接続がダウンした 
場合、5000 人のメンバーがいる同じトランクグループは、Communication Manager と 
Session Manager-2 間のリンクから Session Manager-1 の 2500 人のエージェント、 
Session Manager-1 の 2500 人のエージェント、Session Manager-2 の 2500 人のエージェ 
ントにサービスを提供できます。Session Manager-1 がダウンし、すべてのエージェントが 
Session Manager-2 に移行した場合でも、同じ 5000 人のメンバーは 5000 人すべてのエー 
ジェントにアクセスできます。

SIP トランク最適化機能は次のとおりです。

SIP トランクグループのトランクメンバー数は 9,999 人。
SIP エージェント数は 10,000 人。
システム全体のトランクメンバーは 30,000 人。
測定対象トランク数は 30,000。
SIP の TLS 接続は、32 から 56 になり、28 個の Session Manager がサポートされるよう 
になりました。これは各 Session Manager をサポートするには 2 つのリンクが必要なため 
です。
SIP 電話機構造では、各 Session Manager をサポートするには 2 つのリンクが必要なた 
め、プライマリおよびセカンダリ Session Manager で 28 個の Session Manager をサポー 
トするように直接指定されます。容量の詳細については、「 Avaya Aura® Communication 
Manager System Capacities Table」を参照してください。

クラスタ化されたシグナリンググループでルーティングする場合、SIP 電話機の通話のルッ 
クアヘッドルーティング機能は非推奨となりました。

注：

System Manager でポリシーベースの割り当てが有効になっている場合、SIP 電話機 
で最大 4 つの Session Manager を管理できます。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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ルートパターンでネットワーク領域を指定できるようになりました。

サバイバビリティ仕様
Communication Manager では サバイバルコアとサバイバルリモートという 2 つのサバイバビリ 
ティオプションをサポートしています。

サバイバルコアサーバー
サバイバルコアサーバーを使うと、Communication Manager はネットワーク停止時に動作しま 
す。サバイバルコアサーバーでは、ゲートウェイと IP エンドポイントを登録するよう IP ポート 
ネットワークとプロセッサイーサネットへの存続可能性がサポートされます。このサバイバビリ 
ティオプションは、Communication Manager にのみ対応しています。

サバイバルリモートサーバー
サバイバルリモートサーバーでは、複数のネットワークで動作する Branch Gateway の冗長性を 
強化できます。サバイバルリモートサーバーにより、プライマリ通話サーバーとの接続が切れたセ 
グメントが引き継がれ、停電が解消されるまで、Communication Manager の稼働によりこれらの 
セグメントが提供されます。サバイバルリモートサーバーでは、コアサーバーへの接続が失敗した 
場合に、IP 電話、SIP 電話、Branch Gateway への存続可能性がサポートされます。この存続可能 
性オプションは、Communication Manager と Session Manager で利用できます。
サバイバビリティオプションの詳細については、『Avaya Aura® Communication Manager 
Survivability Options（Avaya Aura® Communication Manager のサバイバビリティオプション）』 
を参照してください。

ダイヤルプラン仕様
ダイヤル計画機能は、メインサーバーの内線番号とリモートロケーションの内線番号のサーバー 
内ダイヤルをサポートします。サーバー外への発信に対応するには、Communication Manager で 
ユニフォームダイヤルプラン（UDP）を使用してローカルサーバーからの発信のルーティングを 
します。ダイヤル計画機能を使用すると、最大 16 桁の内線番号を設定できます。ユニフォームダ 
イヤル計画を使用すると、内線番号の桁数を 18 桁まで拡張できます。

単独の分散化サーバーに移行している複数の独立したノードネットワークで内線やアテンダント 
のダイヤルプランを保存するには、Communication Manager でマルチロケーションダイヤルプラ 
ン機能を使用できます。

それぞれのブランチに短い内線番号を割り当て、すべてのブランチで同じ番号指定フォーマット 
を使用する場合、場所別ダイヤルプラン機能を使用できます。

通話タイプごとに次のようなダイヤルプラン情報を定義します。

Attendant
自動迂回機能（AAR）[ジドウウカイキノウ (AAR)]
自動迂回機能（ARS）[ジドウウカイキノウARS）]

注：

組み込み CM メイン、サバイバルリモート、または組み込みサバイバルリモートの設定 
で S8300 サーバーを構成している場合は、Avaya Solutions Platform S8300 に移行しま 
す。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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機能特番（FAC）、トランクアクセスコード（TAC）を含むダイヤルアクセスコード
一括内線番号（enb-ext）
Extensions
FAC のみ
プレフィックス付き内線番号

ダイヤルプラン機能の詳細については、『 Avaya Aura® Communication Manager Feature 
Description and Implementation』を参照してください。

SIP
SIP により音声やビデオを利用したマルチメディア通信とコラボレーションが実現し、カスタマー 
の連絡先を管理することもできます。SIP ベースのプレゼンスとインスタントメッセージ（IM） 
で、ユーザーは他のユーザーに本人のステータスや可用性を通知でき、重要なビジネスの問題に 
すぐに対応できます。

Avaya Aura® Session Manager との組み合わせで、Communication Manager では、SIP デバイス 
の機能への完全対応、SIP トランク処理のサポート、サードパーティの SIP ソリューションの統 
合が可能です。

緊急通話サービス
Communication Manager を使用すると、予期しない緊急事態を管理し対応できます。Enhanced 
911 (E911) 機能では、最寄りの公共安全機関に迅速に連絡できます。緊急対応を要する火災、事 
故、犯罪、疾病が発生した際、連絡した公的安全機関から、適切な対応チームを派遣してもらう 
ことができます。

サポート占有領域
サポート占有領域の詳細については、『 Avaya Aura® Communication Manager- のアップグレー 
ド』を参照してください。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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対応エンドポイント
Avaya Aura® Communication Manager では次の通信デバイスがサポートされています。

アナログデバイス

Avaya アナログ電話機

デジタルデバイス

Avaya デジタル固定/携帯電話機
Avaya DECT ハンドセット

IP ベースデバイス

Avaya IP デスクフォン
Avaya one-X® IP 電話
Avaya IP ワイヤレス電話機
Avaya IP 電話会議用電話機
96x1 H.323 および 96x1 SIP Deskphone
Avaya アテンダント コンソール
Avaya J100 シリーズ IP 電話機
Avaya Equinox SIP Attendant

サポートされている最新のエンドポイントのリストについては、http://support.avaya.com/ 
CompatibilityMatrix/Index.aspx を参照してください。

サポートされているサーバー
次の OVA タイプを使用して Communication Manager を展開できます。

Simplex環境内の 1 つの Communication Manager サーバーで、simplex OVA を使用しま 
す。
Duplex スタンバイ Communication Manager サーバーで、duplex OVA を使用します。メイ 
ンサーバーが停止すると、スタンバイサーバーがアクティブになります。Duplex OVA を展 
開するには、2 つの別個のホストにDuplex OVA をインストールします。

次の表では、各 OVA と互換性があるサーバーについての情報を提供します。

チャプター 3 : 相互運用性

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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Simplex Main

サバイバルコア

サバイバルリモート

Avaya Solutions Platform S8300 リ 
リース 5.1.x 以降のバージョン

Avaya Solutions Platform 130 
Server リリース 5.1.x 以降のバー 
ジョン

Duplex Main

サバイバルコア

Avaya Solutions Platform 130 
Server リリース 5.1.x 以降のバー 
ジョン

カスタマー提供の仮想化環境の詳細については、『Deploying Avaya Aura® Communication 
Manager in Virtualized Environment』を参照してください。

Avaya Solutions Platform 130 Appliance リリース 5.x および Avaya Solutions Platform S8300 リ 
リース 5.1 では ESXi 7.0 のみをサポートします。Avaya Solutions Platform の今後のリリース（リ 
リース 6.x）では ESXi 8.0 がサポートされます。Avaya 提供環境（ASP 130/S8300）では、Avaya 
が提供するアップデートのみがサポートされます。Dell または VMware の Web サイトから直接更 
新すると、非サポート設定になります。

機能に関する詳細は、『 Avaya Aura® Communication Manager System Capacities Table』を参照 
してください。

ハードウェア仕様の詳細については、『 Avaya Aura® Communication Manager Hardware 
Description and Reference 』を参照してください。

オペレーティングシステムの機能
オペレーティングシステムの機能の詳細については、『 Avaya Aura® リリース 10.2 の新機能』を 
参照してください。

製品互換性
最新の最も正確な互換性情報については、http://support.avaya.com/CompatibilityMatrix/Index.aspx 
にアクセスしてください。

OVA タイプ サーバーの設定
サポートされているサーバー（Avaya™ 
提供）

注：

組み込み CM メイン、サバイバルリモート、または組み込みサバイバルリモートの設定 
で S8300 サーバーを構成している場合は、Avaya Solutions Platform S8300 に移行しま 
す。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
http://support.avaya.com/CompatibilityMatrix/Index.aspx
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容量とスケーラビリティの仕様
システム容量の詳細については、 Avaya Aura® Communication Manager System Capacities Table 
を参照してください。

トラフィック仕様
Communication Manager のプロセッサ占有率またはサーバー占有率の内訳は、次のとおりとなり 
ます。

静的占有率
呼処理占有率
システム管理占有率

システム管理機能は変動しやすいので、合計処理容量のうち一定量がシステム管理に割り当てら 
れます。すべての Communication Manager サーバーでシステムの合計処理容量の 27% がシステ 
ム管理に割り当てられます。合計プロセッサ占有率が約 92% を超えると、すべてのシステム管理 
操作が遅延し、以後に通話しようとすると、拒否されます。

Considerations

提案ソリューションの設計で想定されたトラフィック負荷を管理できることを確認するため、 
Avaya Sales Factory チームが Communication Manager の CPU 占有率を判定します。トラフィッ 
ク使用量を計算するときは、次のような事項を考慮します。

インバウンドコールのビジーアワー通話処理数（BHCC）。
コールベクタリング、特にキュー内で待機中の呼に対し Communication Manager が再生す 
るお知らせのコールベクタリング。
同時にアクティブになっている SIP トランクの数。キュー内で待機中の通話をサポートす 
るアクティブ SIP トランクは、エージェントが対応中の通話をサポートするアクティブな 
SIP トランク数より Communication Manager の CPU 占有率に大きく影響します。
Communication Manager リリース、CPU クロック速度、サーバー複製モード。
監視、アジャンクトルーティング、サードパーティの通話制御など、コンピュータと通信の 
統合（CTI）動作。
Intelligent Customer Routing（ICR）と Best Service Routing（BSR）の動作。

トラフィックのエンジニアリングと仕様の詳細については、『 Avaya Aura® Core Solution 
Description』ガイドを参照してください。

チャプター 4 : パフォーマンス仕様
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•

•
•
•
•
•

•
•
•
•
•

Communication Manager のセキュリティ、プライバ 
シー、安全性
Communication Manager ではセキュリティ機能を提供しており、違反検出、システム保護対策、 
アクティビティの通知とトラッキングを利用できます。LAN または WAN の音声プライバシーの強 
化が必要な環境では、リアルタイムメディア暗号化を使用することもできます。

Communication Manager では次をサポートします。

業界標準の SRTP (Secure Real Time Protocol)：オーディオおよび音声のメディアストリー 
ムの認証とメディア暗号化。また、SRTCP 暗号化のサポート
リアルタイムメディアおよびシグナリング暗号化
アクセスセキュリティゲートウェイ
マリシャス・コール・トレース
料金不正使用防止
緊急電話サービス（E911）

Communication Manager テレフォニーサーバーを企業通信ネットワークの他の部分から独立さ 
せ、ウイルス、ワーム、Dos (denial of service) などの攻撃から保護できます。Communication 
Manager は最小数のサービスとアクセスポートを使用して、悪意のある攻撃を受ける可能性を低 
減します。サーバー、ゲートウェイ、エンドポイント間で暗号化を採用し、音声ストリームやシグ 
ナリングチャネルを保護します。

サポートされたメディア暗号化アルゴリズム
AEA と AES は Avaya 独自の旧型の暗号化技術のため使用しないことをお勧めします。

Avaya のセキュリティでは、次のタイプの暗号化技術の使用をお勧めしています。

srtp-aescm128-hmac80
srtp-aescm128-hmac32
srtp-aescm256-hmac80
srtp-aescm256-hmac32
なし（暗号化なしの通話接続）。

これらすべての暗号化アルゴリズムでは、個々の接続に対しシステムによって動的に暗号化キーが 
作成されます。システムによりゲートキーパー内で暗号化キーが作成され、作成されたキーがセ 
キュアなリンクを介してエンドポイントと処理ボードに伝送されます。さらに、各通話の発着信ス 
トリームに対し別個のキーが作成されます。電話会議の通話の場合、着信ストリームに 1 個、発 
信ストリームに 1 個ずつ、各エンドポイントのペイロードを暗号化する一意のキーペアが割り当 
てられます。

認証キーはすべて動的に作成され割り当てられるため、これらのキーはシステムの RAM にのみ保 
存されます。管理者やユーザーはこれらのキーにアクセスできません。RTP キーはエスクロー処 
理されません。

SRTCP により、SRTP メディアストリームと関連付けられた制御チャネルを暗号化できます。こ 
れら 2 チャネルは、通常は隣接 UDP ポートに常駐しています。

チャプター 5 : セキュリティ仕様

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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キー交換の詳細
ディフィーヘルマン手法を使用してキー照合が実行されます。

Communication Manager と H.248 または H.323 エンドポイントゲートウェイの間で、TLS 接続 
を使用できるようになりました。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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ライセンス要件
Communication Manager ソフトウェアを使用するには、有効な Communication Manager ライセ 
ンスファイルが必要です。有効なライセンスファイルがない場合、30 日間の支払い猶予期間によ 
り Communication Manager がライセンスエラーモードに入ります。 有効なライセンスファイルが 
インストールされる前に支払い猶予期間が満了すると、Communication Manager はライセンス制 
限モードに入ります。このモードでは、Communication Manager の管理に関わる変更を一切保存 
できません。

Communication Manager では、Avaya PLDS または Product Licensing and Delivery System を使 
用してライセンス資格が管理され、ライセンスファイルが生成されます。このライセンスファイル 
には、製品、主要リリース、ライセンス機能、容量の情報が記載されています。Avaya PLDS で 
は、サポートから提案され、移動ポリシーに準拠している場合、Communication Manager サー 
バー間でライセンスを移動できます。

Communication Manager では、承認を受けたサービスパックとドットリリースの利用に対し、 
Service Pack と Dot Release Guardian テクノロジーの保護と管理が施されます。Communication 
Manager ではこのテクノロジーを利用してライセンスファイルにサポート終了日（SED）を挿入 
すると、サービスパックやドットリリースのパブリケーションの日付と SED が比較されるため、 
パブリケーションの日付が SED より後のサービスパックやドットリリースは使用できなくなりま 
す。

VMware での仮想アプライアンスのライセンス
VMware プラットフォームに展開された各 Communication Manager ソフトウェアでは、シングル 
インスタンスの WebLM ライセンスサーバーを使用してライセンスファイルがホストされます。 
System Manager 内に配置された WebLM インスタンスは、優先される 1 つ目の WebLM インス 
タンスです。

複数の Communication Manager システムからなるネットワークでは、各 Communication 
Manager サーバーまたは Communication Manager ソフトウェア複製ペアに個別のライセンス 
ファイルが必要です。一元化ライセンス機能を使用して、Communication Manager または 
Communication Manager ソフトウェア複製ペアのライセンスファイルを System Manager 
WebLM にインストールします。Communication Manager ライセンスファイルをスタンドアロー 
ン型 WebLM 仮想アプライアンスにもインストールできます（Communication Manager と 
Communication Manager のソフトウェア複製ペア）。

一元化ライセンス
一元化ライセンス機能がほとんどの Avaya 製品に搭載されています。一元化ライセンス機能を使 
うと、1 つの System Manager WebLM サーバーに最大 600 件の Communication Manager のライ 
センスファイルをインストールできます。Communication Manager メインサーバーの一重または 
二重ペア用ライセンスファイルをインストールしたら、Communication Manager メインサーバー 
を WebLM でライセンスファイルにリンクする必要があります。

一元化ライセンス機能には、次のメリットがあります。

チャプター 6 : ライセンス要件

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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•

•

•

•

複数の WebLM サーバーを Communication Manager メインサーバーごとに 1 つずつイン 
ストールし、設定する必要がなくなります。
各 WebLM サーバーにログインして各 Communication Manager メインサーバーごとにライ 
センスを管理する必要がなくなります。
VMware で複数の WebLM OVA をインストールし、設定する VMware ライセンスコストを 
削減できます。
Communication Manager のライセンス使用状況を一元化されたビューで確認できます。

System Manager と Communication Manager の一元化ライセンスの後方互換性の詳細について 
は、http://support.avaya.com/CompatibilityMatrix/Index.aspx を参照してください。

•

注：

一元化ライセンス機能はオプションです。Communication Manager サーバーが複数 
ある場合は、一元化ライセンス機能を使用します。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
http://support.avaya.com/CompatibilityMatrix/Index.aspx
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Communication Manager ドキュメント
次の表は、Communication Manager に関連するドキュメントの一覧です。各種マニュアルは 
Avaya サポート Web サイト（http://support.avaya.com）からダウンロードしてください。

Design

Avaya Aura® Communication 
Manager - 概要と仕様

Communication Manager の機能の概要を説明 
します。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト

Avaya Aura® Communication 
Manager - セキュリティデザイン

Communication Manager のセキュリティ関連 
の問題とセキュリティ機能について説明しま 
す。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト

Avaya Aura® Communication 
Manager System Capacities Table

Avaya Aura® Communication Manager のシス 
テム容量について説明します。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト

LED Descriptions for Avaya Aura® 

Communication Manager Hardware 
Components

Avaya Aura® Communication Manager のハー 
ドウェアコンポーネントの LED について説明 
します。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト

Avaya Aura® Communication 
Manager Hardware Description and 
Reference

Avaya Aura® Communication Manager のハー 
ドウェア要件について説明します。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト

Avaya Aura® Communication 
Manager Survivability Options

Avaya Aura® Communication Manager のシス 
テムサバイバルオプションについて説明しま 
す。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト

Avaya Aura® Core Solution 
Description

ソリューションの概要を説明します。 セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト

メンテナンスとトラブルシューティング

チャプター 7 : Resources

Title Description Audience

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
http://support.avaya.com
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Avaya Aura® Communication 
Manager - のレポート

Avaya Aura® Communication Manager につい 
て説明します。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト、実装エンジ 
ニア、サポート担当者

Maintenance Procedures for Avaya 

Aura® Communication Manager, 
Branch Gateways and Servers

Avaya サーバーとゲートウェイのメンテナン 
ス手順について説明します。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト、実装エンジ 
ニア、サポート担当者

Maintenance Commands for Avaya 

Aura® Communication Manager, 
Branch Gateways and Servers

Avaya サーバーとゲートウェイの監視、テス 
ト、メンテナンスのコマンドについて説明し 
ます。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト、実装エンジ 
ニア、サポート担当者

Avaya Aura® Communication 
Manager Alarms, Events, and Logs 
Reference

Avaya サーバーの監視、テスト、メンテナン 
スの手順を提供し、イベントレポートフォー 
ムに一覧表示された拒否イベントについて説 
明します。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト、実装エンジ 
ニア、サポート担当者

Administration

Avaya Aura® Communication 
Manager 管理

Communication Manager を管理する手順や画 
面について説明します。

セールスエンジニア、 
実装エンジニア、サ 
ポート担当者

Administering Network Connectivity on 

Avaya Aura® Communication 
Manager

Communication Manager のネットワーク接続 
性について説明します。

セールスエンジニア、 
実装エンジニア、サ 
ポート担当者

Avaya Aura® Communication 
Manager SNMP Administration and 
Reference

Communication Manager の SNMP 管理につ 
いて説明します。

セールスエンジニア、 
実装エンジニア、サ 
ポート担当者

Administering Avaya Aura® 

Communication Manager Server 
Options

Communication Manager のサーバーオプショ 
ンについて説明します。

セールスエンジニア、 
実装エンジニア、サ 
ポート担当者

Avaya Aura® Communication 
Manager Data Privacy Guidelines

データプライバシー要件を満たすために 
Communication Manager を管理する方法につ 
いて説明します。

セールスエンジニア、 
実装エンジニア、サ 
ポート担当者

実装とアップグレード

Title Description Audience

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

Deploying Avaya Aura® 

Communication Manager in Virtualized 
Environment

Communication Manager を VMware に展開 
する際の実装手順について説明します。

実装エンジニア、サ 
ポート担当者、ソ 
リューションアーキテ 
クト

Deploying Avaya Aura® 

Communication Manager in Software- 
Only and Infrastructure as a Service 
Environments

Communication Manager を、ソフトウェアの 
みの環境、Amazon Web サービス、Microsoft 
Azure、Google Cloud Platform に展開する際 
の実装手順について説明します。

実装エンジニア、サ 
ポート担当者、ソ 
リューションアーキテ 
クト

Avaya Aura® Communication 
Manager- のアップグレード

Communication Manager のアップグレード時 
の手順について説明します。

実装エンジニア、サ 
ポート担当者、ソ 
リューションアーキテ 
クト

Understanding

Avaya Aura® Communication 
Manager Feature Description and 
Implementation

Communication Manager を使用して管理でき 
る機能について説明します。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト、サポート担 
当者

Avaya Aura® Communication 
Manager Screen Reference

Communication Manager を使用して管理でき 
る画面について説明します。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト、サポート担 
当者

Avaya Aura® Communication 
Manager Special Application Features

特定のカスタマーが個別の要件に対し要求す 
る特別な機能について説明します。

セールスエンジニア、 
ソリューションアーキ 
テクト、Avaya ビジ 
ネスパートナー、サ 
ポート担当者

Avaya サポート Web サイトでドキュメントを検索
手順

https://support.avaya.com に進みます。
画面上部で、Sign Inをクリックします。
EMAIL ADDRESSを入力して、Nextをクリックします。
PASSWORDを入力して、Sign Onをクリックします。
Product Documentsをクリックします。
Search Productをクリックして、製品名を入力します。
ドロップダウンリストからSelect Content Typeを選択します。

Title Description Audience

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
https://support.avaya.com
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8.

9.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

•
•

10.

•

•

•
•

Select Releaseで、適切なリリース番号を選択します。
たとえば、ユーザーガイドの場合は、User GuidesフィルターでContent Typeをクリッ 
クします。リストには、選択したカテゴリのドキュメントのみが一覧表示されます。
Enterを押します。

ポートマトリックスドキュメントにアクセスする
手順

https://support.avaya.com にアクセスします。
画面上部で、Sign Inをクリックします。
EMAIL ADDRESSを入力して、Nextをクリックします。
PASSWORDを入力して、Sign Onをクリックします。
Product Documentsをクリックします。
Search Productをクリックして、製品名を入力します。
ドロップダウンリストからSelect Content Typeを選択します。
Choose Releaseで、必要なリリース番号を選択します。
Content Typeフィルタで、次のカテゴリから 1 つまたは複数を選択します。

Application & Technical Notes
Design, Development & System Mgt

リストに製品固有のポートマトリックスドキュメントが表示されます。
Enter キーを押します。

Avaya ドキュメントセンター のナビゲーション
一部のプログラムでは、最新のカスタマー向けドキュメントが Avaya ドキュメントセンター Web 
サイト（https://documentation.avaya.com）から入手できるようになりました。

Avaya ドキュメントセンター を使用すると、次のことができます。

キーワードを検索します。

製品でフィルタリングするには、フィルタをクリックして製品を選択します。
ドキュメントを検索します。

製品およびソリューションから、ソリューションカテゴリと製品を選択し、リストから該 
当するドキュメントを選択する。
検索結果ページでドキュメントを並べ替えます。
言語（ ）をクリックして表示言語を変更するとローカライズされたドキュメントが表示 
されます。

重要：

Avaya ドキュメントセンター から入手できないドキュメントについては、トップメ 
ニューでその他のサイト › サポートをクリックして https://support.avaya.com を開きま 
す。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
https://support.avaya.com/
https://documentation.avaya.com
https://support.avaya.com
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•

•

◦
◦
◦

◦
◦

•

◦
◦

•

•

PDF の現在のセクション、セクションとそのサブセクション、またはドキュメント全体を 
公開します。
マイドキュメント（ ）を使用してコレクションにコンテンツを追加します。

コンテンツの管理 › マイドキュメントメニューに進み、次のいずれかを行います。

コレクションを作成、名前変更、削除する。
さまざまなドキュメントのトピックをコレクションに追加する。
選択したコンテンツの PDF をコレクションに保存し、コンピュータにダウンロード 
する。
電子メールで他のユーザーとコレクションのコンテンツを共有する。
他のユーザーと共有したコレクションを受信する。

監視アイコン（ ）を使用して自分自身をウォッチャーに追加します。

コンテンツの管理 › ウォッチリストメニューに進み、次のいずれかを行います。

電子メール通知に含めるを有効にして電子メールアラートを受信する。
選択したコンテンツ、ドキュメントのすべてのコンテンツ、またはウォッチリスト 
ページのすべてのコンテンツの監視を解除する。

ドキュメントからコンテンツが更新または削除されたとき、またはドキュメントが Web サ 
イトから削除されたときに、ウォッチャーとして通知されます。
Facebook、LinkedIn、Twitter などのソーシャルメディアプラットフォームのセクションを 
共有します。
セクションに関するフィードバックを送信し、コンテンツを評価します。

Training
次のコースは、Avaya Learning Web サイト「http://www.avaya-learning.com」でご利用いただけ 
ます。Web サイトにログイン後、検索フィールドにコースコードまたはコースタイトルを入力し 
てEnterキーを押し、>をクリックしてコースを検索します。

20460W Virtualization and Installation Basics for Avaya Team Engagement Solutions

20980W What's New with Avaya Aura®

71201V Integrating Avaya Aura® Core Components

72201V Supporting Avaya Aura® Core Components

注：

一部の機能は、Web サイトへのログイン時にのみ使用できます。使用可能な機能は役割 
によって異なります。

コースコード コースのタイトル

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
http://www.avaya-learning.com/
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•

◦

◦

•

◦

◦

61131V Avaya Aura® System Manager Release 10.1 の管理

61451V Avaya Aura® Communication Manager Release 10.1 の管理

Avaya Mentor ビデオを表示する
Avaya Mentor Videos は、Avaya 製品のインストール、設定、およびトラブルシューティングの方 
法に関する技術的な内容を提供します。
このタスクについて
ビデオは、Avaya サポート Web サイトでビデオドキュメントタイプの下に表示される一覧から、 
および Avaya が運営する YouTube チャンネルで入手できます。

Avaya サポート Web サイトでビデオを検索するには、https://support.avaya.com/ にアクセ 
スして、次の操作のいずれかを実行します。

Searchに、「Avaya Mentor Videos」と入力し、すべてクリアをクリックしVideoの 
Content Typeを選択します。
Search で、製品名を入力します。Search Resultsページで、すべてクリアをクリッ 
クしVideoのContent Typeを選択します。

Videoコンテンツタイプは、その製品でビデオが利用できる場合にのみ表示されま 
す。

ページの右側のペインに、利用可能なビデオのリストが表示されます。
Avaya Mentor ビデオを YouTube で検索するには、www.youtube.com/AvayaMentor にアク 
セスして、次の操作のいずれかを実行します。

チャンネルを検索にキーワード（複数可）を入力して、特定の製品やトピックを検 
索します。
再生リストまでスクロールし、トピックの名前をクリックすると、利用可能なビデ 
オのリストが表示されます。（コンタクトセンターなど）。

Support
最新のドキュメント、製品に関する通知、ナレッジ記事を入手するには、Avaya サポート Web サ 
イト（https://support.avaya.com）にアクセスしてください。リリースノート、ダウンロード、お 
よび問題の解決も検索できます。オンラインサービス要求システムを使用して、サービス要求を作 
成します。ライブエージェントとチャットをして問題の解決を入手するか、問題がさらに専門知識 
を必要とする場合はサポートチームに接続してもらうようにエージェントに要求します。

Avaya InSite Knowledge Base を使用する
Avaya InSite Knowledge Base は、Web ベースの検索エンジンで以下を提供します。

コースコード コースのタイトル

注：

ビデオはすべての製品に提供されているわけではありません。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
https://support.avaya.com/
http://www.youtube.com/AvayaMentor
https://support.avaya.com
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•
•
•
•
•

1.
2.
3.
4.

5.
6.
7.
8.
9.

最新のトラブルシューティング手順と技術的ヒント
サービスパックに関する情報
カスタマー/テクニカルドキュメントへのアクセス
トレーニング/認定プログラムに関する情報
その他の関連する情報へのリンク

正規の Avaya パートナーまたはサポート契約のある現行の Avaya カスタマーである場合は、無償 
でナレッジベースにアクセスできます。ログインアカウントと有効な Sold-To 番号が必要です。

問題に対するソリューションを利用するには、Avaya InSite Knowledge Base を使用します。

https://support.avaya.com に進みます。
画面上部で、Sign Inをクリックします。
EMAIL ADDRESSを入力して、Nextをクリックします。
PASSWORDを入力して、Sign Onをクリックします。

Avaya Supportページが表示されます。
Support by Product › Product-specific Supportをクリックします。
Enter Product Nameで製品名を入力して、Enterキーを押します。
リストから製品を選択し、リリースを選択します。
Technical Solutionsタブをクリックして記事を表示します。
リリース情報を選択します。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
https://support.avaya.com
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ビジーアワー通話処理 
数

平均的なビジーアワー中に完了可能な動的トラフィックコールの測定 
値。

通話受付制御 ネットワーク内の特定リンクに対し、音声トラフィックの制限を課す方 
法。

Codec コーダーとデコーダー（コーデック）は信号を暗号化または復号化する 
デバイスです。

Communication 
Manager

Avaya Aura® の重要コンポーネントです。豊かな音声とビデオ機能を搭 
載しており、メディア ゲートウェイ、アナログおよびデジタル、IP 
ベースの通信デバイス向けに、耐久性に優れた分散ネットワークを提供 
します。これには高度なモビリティ機能、電話会議およびコンタクトセ 
ンターアプリケーション（内蔵）、E911 機能が含まれます。

Session Manager Avaya Aura® ソリューションでのコアコンポーネントである、エンター 
プライズの SIP Proxy レジストラとルーター。

System Manager プロビジョニングや管理に適した集中管理機能を提供して管理の複雑さ 
を軽減する、Avaya Aura® に共通の管理フレームワーク。System 
Manager はまた、自己署名のルート認証局（CA）または中間 CA とし 
て機能します。System Manager は単純証明書登録プロトコル 
（SCEP）アプリケーションを有効にして、Avayaデスクフォンの証明 
書に署名します。

https://onecare.avaya.com/customercare/en/documentation/feedback?formId=1399859460448&p1=S3&p2=Avaya%20Aura%C2%AE%20Communication%20Manager%20%E3%81%AE%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%81%A8%E4%BB%95%E6%A7%98&p3=10.2.x
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